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　心の奥に、とても大切にしている宝箱がある。

　幼い日の思い出。温かく、かわいい約束をした。

『いつか大人になったら――必ず、迎えにいくから』

　それは身体が弱いゆえに、殆ど家の外に出してもらえなかった色白な少年の言葉。

　愛らしい頬を紅潮させて、秘めた決意に、カフェオレ色の瞳  をきらきらさせて。

　なんてかわいい男の子だろうと、胸がきゅっと締め付けられる。

『僕と、結婚してください』

　まるで自分は、お姫様になったみたい。

　暇があれば家から飛び出して、虫を獲ったり雲をおいかけたり。他の男の子よりも生傷が絶えないわんぱくな自分がお姫様だなんて、ちょっぴりおかしくなる。

　でも、とても嬉しかった。

　だって私も女の子だもの。これでもお姫様に憧れている。それに、目の前で私を見つめるのは、王子様みたいに綺麗な男の子だ。

　大好きで、ずっと守りたいと思う。私の大切な人。

『うん。もちろんだよ！』

　私は元気に返事をした。すると男の子はパアッと顔を明るくさせる。

　まるで、春に咲くお花のような可憐さに、思わずドキドキしてしまった。

『じゃあ、約束だからね』

　小指を出して、指切りげんまんをする。

『うそついたら、はりせんぼんのーます』

　こうして私達は、大切な約束をした。

　あれから二十年が経ち――。

　私は未だに、あの約束を忘れられずにいる。





◆　◇　◆






　七月。梅雨も明けて、季節は急激に夏本番へと向かって行く。

　私こと、柏谷かしや碧衣あおいは、背中を伝う汗を気持ち悪く思いながら、とあるレストランの化粧室で、げんなりとため息をついた。

「なんで私を勝手にメンバーに入れるかなあ」

　本意ではない呼び出しに、不快指数もうなぎ昇りだ。しかし私を電話で呼んだ同僚の女性、間宮は悪びれた様子もなく「あはは」と軽く笑う。

「だって、どうせ暇でしょ？」

「貴重な休日、土曜日なので、それなりに用事もあるんですけど？」

「私が電話した時は家で寝てたじゃない」

　それはそうだが。あの時の電話は『ご飯食べに行かない？』と、実にカジュアルな誘いであったのだ。

「合コンなんて聞いてないよ」

　今日の私は被害者だ。目の前の間宮にだまされたのだ。「リーズナブルかつ美味しいシュラスコの店があるよ」と言われてホイホイひっかかってしまったのだ。

　駅前で間宮と合流して、さあ今日は肉を食おうと張り切って店の中に入ったら、すでに合コンのセッティングが済ませてあった。女性三人に、男性五人。向かい合わせになってズラッと並び、私と間宮に視線を向けた。

　その瞬間に気づいたのだ。私はだまされたのだと。

「まあまあ、実際、シュラスコは美味しいし、お値段だって一律二千円よ」

「それは、今回の集まりが合コンで、男性サイドが多く払ってるからでしょ？」

　私がジト目で言うと、間宮は「そのと～り！」と人差し指を立てた。

　まったく……調子がいい。

　私はこの集まりの主旨に気づいた瞬間、間宮を連れて化粧室に飛び込んだ。そして申し開きをさせてみると、この顛末である。

　怒らないほうがおかしいだろう。合コンなんて初耳だ。

　間宮は私と同じ年に入社した同期である。茶色いボブカットの髪型に、真っ赤なルージュが特徴的。その勝ち気な顔は常に自信に満ちている。上昇志向が強くてプライドが高く、負けず嫌い。時々仕事に対する熱意が暴走してしまって、私はそんな彼女のフォローに回ることが多い。

　性格はサバサバしていると言うのだろうか。細かいことを気にしない大らかさは良いところだけど、かなり無神経なところがある。すぐに人をからかうし、悪ノリも多いし、私が怒っても謝らない。今みたいにね。

　正直、あまり好きな同僚ではないし、気が合うわけでもない。それなのになぜか私は間宮に懐かれていて、時々休日に誘われるのだ。同じフロアで働いている以上、私も無碍にはできない。

　けれども、合コンなんてごめんだ。

「じゃ、帰るね」

「待って待って～！　まだ何も始まってないよ！」

「始まったら困るじゃない。私を勝手に、合コンの人数に入れないで」

「そう言わずに！　今回は粒ぞろいだからさ」

「粒ぞろいなら、私以外のメンバーで物色したらいいでしょ」

　私は別に、男性に興味がないわけではない。でも、合コンは嫌なのだ。

　理由を問われたら、ちゃんと説明できるわけではないけれど。

　……思い出すのは、うんと小さいころに交わした、他愛のない約束。

　あんな、物心つくかつかないかの頃にした口約束を未だに守っている私は、ちょっとおかしいのかもしれない。でも、どうしても、罪悪感が湧いてしまうのだ。

　約束したあの男の子は、間違いなく、今頃は忘れているだろう。

　もう二十年も経っているし、親の話によると、あの子は海外に移住したらしい。

　だからこれは、私の未練なんだ。二十五歳になってまで、王子様が私を迎えにきてくれるのを待っている。本当に、我ながら実に愚かしい話である。

「ねえ頼むよ、柏谷。人数がひとり足りないの。やっぱ男女の数は合わせたいじゃん」

「なるほど。私は人数合わせで呼ばれたわけね」

「わー柏谷。顔が怖いよ！　そんなに怒らないで。ほんとにいい男揃ってるんだから。あんただってそろそろ結婚とか意識くらいするでしょ。運命的な出会いがあるかもよ？」

　どうしても人数を合わせたいのだろう。間宮が手もみする勢いで私を説得する。

　運命的な出会いね。……こちとら二十年前に運命感じたんだよ。まあ、正直なところ、その運命の記憶も大分とすり減っているけれど。

　でも、そっか。もう結婚を意識する年だよね。二十五歳……まあ、そうかもしれない。

　合コンは嫌だけど、おいしいシュラスコが用意されているのは事実のようだし。二千円でいい肉が食べられると思えば悪くない。男性と交流を深めずに、肉だけ食べて帰ったらいいか。

「わかった。でも今回だけだよ。次に私をだましたら、即座に帰るからね」

「よかった！　本当にいい男揃いなんだから期待しててね」

　はいはい……と呆れ気味に返事をしながら、私は化粧室を出る。

　そして一時間後。私は己が下した選択を心の限り後悔したのだった。




　なにが、粒ぞろいだ。いい男だ。嘘つき間宮め。

　アレがいい男揃いなら、彼女は相当男を見る目がないだろう。

「なあなあ、碧衣ちゃん」

　街中を歩く私の後ろを、チャラい男がついてくる。このまま交番に突撃したい。

「結構、酒飲んでたっしょ？　休憩しようよ。俺、いいとこ知ってんだよね～」

　私の名前を勝手にちゃん付けで呼ぶ男は、今井と名乗っていた。先ほどの合コンで参加していた男の一人である。

　メンバーは、男女それぞれ五人ずつ。自己紹介をして、お酒で乾杯して……おいしいシュラスコを食べて。そこまでは良かった。

　でも三十分もしないうちに今井が私の隣を陣取ったのだ。それ以降はしつこく話しかけられて、おまけに『店が狭いから』という白々しい理由で私の腕に自分の腕をすり寄せてきた。

　気持ち悪さここに極まれりである。私は黙々と肉を食い酒を飲み、隣の男を無視し続けた。他の男女は朗らかな会話を交わしているというのに、どうして私だけこんな男につきまとわれるのだ。

　トイレに立った時、さりげなく間宮に文句を言ったのだが「いいじゃん。彼、まっすぐでいい男だよ」と全く相手にしてくれない。彼女は目当ての男へのアピールに夢中で、まったく私を助けてくれなかった。

　人生初の合コンはかつてない程の大失敗である。私は一時間我慢して、会費二千円をテーブルに置いたあと、さっさと帰ることにした。

　すると、私にベタベタと触っていた今井がついてきたのだ。しつこすぎる。空気を読んでほしい。あんなに無視していたのに、どうして来るんだ。

「あそこなんていいと思うよ。ねえ、休もう？」

　グイッと手首が握られた。ぞわっと怖気おぞけが走る。彼が指をさしたところは明らかにラブホテルだった。こんなに露骨な男は、初めて見た。

「手を離して。あと、ついてこないで下さい」

　ありったけの牽制をこめて後ろを睨む。だが、今井はニヤニヤ笑うだけだ。

「碧衣ちゃんかわいいよね。気が強そうで、しっかりものって感じで、普段もバリバリ仕事できそうなところとか、すげえ好みなんだよ」

「私はあなたみたいなチャラチャラした人は好きじゃありません」

「そうやってハッキリ断れるところも好感度大だよね。大丈夫だよ。俺、うまいから」

　何が!?　いや、目的地がラブホテルである以上明確だ。下品すぎて呆れてしまう。

「本当に迷惑なんです。そういう相手を探しているなら、他で見つけてください」

「俺は碧衣ちゃんみたいな子がいいんだよ。実はあんまりいないんだよね。押せば行ける気弱そうなのとか、ヤるのが好きな女ばっかりでさ」

「私を、そういう目で見ないで！」

　ああもう、本当に失敗した。合コンなんて参加しなきゃよかった。

　私はありったけの力で腕を振り払おうとする。だけど、私の手首を握る今井の手は少しも外れる気配がない。

「間宮に聞いたんだけど、彼氏いないんだろ？　じゃあいいじゃん。お試しってことで」

「間宮ったら余計なことを！　お試しなんてしたくありませんし、興味もありません！」

「興味がないなら、持たせてあげるからさ～」

「その自信はどこから来るんですか。警察呼びます。大声上げます！」

　渾身の脅しに、今井はようやく足を止めた。そして面白がるように私を見る。

　ここは街中。それも繁華街だ。まわりにはたくさんの人が行き交っているし、私達のやりとりを見ている人もいる。

　だけど今井はニヤリと笑った。

「大丈夫。こんなの、その辺にいるカップルの痴話喧嘩としか思われねえよ」

「なっ……！」

「そんなもんだって。みんな他人事なんだよ。それに下手に騒いで動画撮られて、ＳＮＳで『痴話げんかだ』なんて晒されたら、困るのそっちじゃない？」

　うっ、その可能性は……なきにしもあらず。今の世の中、街の小さな事件はだいたい素人の手によってエンターテイメントにされてしまう。姿をネットに晒されるのは今井もだけど、私は困っても、彼は全く気にしなさそうである。

「だからさ、とりあえず大人しく休憩しようよ」

「なぜそうなるんですか。絶対嫌です。やめてってば！」

　しつこすぎる。私は必死に足を踏ん張り、引っ張る手を振りほどこうとした。

　その時――。

「探したよ、碧衣」

　夏の最中に、ふと心地良い風を感じるような、涼やかで低い声。聞き慣れない声で私の名が呼ばれて、思わず後ろを向く。

　するとそこには、目も醒めるほどの美しい男性が、私を見つめていた。

　へ、誰？

　私はもちろん、今井も茫然としている。いや、まわりを歩く他人も足を止めて、その男性を眺めていた。

　黒く、長めの前髪はさらっと後ろに撫でつけられていた。和風美人のような切れ長な睫と、薄い唇。ツンと尖った鼻の形は非常に整っている。

　特徴的なのは、色素の薄い、カフェオレ色の瞳。

　まさに眉目秀麗だ。着物を身につけたら恐ろしいほど似合いそうな、雅な佇まい。黒のジャケットに同色のパンツ、そして白のワイシャツというモノクロな出で立ちが、精巧な人形のように美しかった。

　全てが完璧すぎて身震いするほど綺麗な男の人だけど、唯一、カフェオレ色をした茶色の瞳だけは、優しく私を見つめている。

「碧衣、僕のところにおいで」

　磁器のように白く、なめらかな手を広げて、私に話しかける。

　こんな超絶美形、一度見たら絶対忘れないだろう。にも関わらず、私は彼の顔に見覚えがなかった。つまり、初対面ということだろうか？　でも、彼はなぜか私の名前を知っている。

「誰だよ、お前」

　威嚇するような低い声で、今井が唸った。

「よくわかんねーけど、俺と碧衣は取り込み中なんだよ。邪魔するな」

　今井がそう言った瞬間、男は氷よりも冷たい視線を彼に向けた。

「下劣な三下が、碧衣の名を気安く呼ぶな」

　それは私に対するものと全く違う、冷徹な声色。びくっと私の身体が震え、今井も後ずさる。

「その汚い手を離せ。僕の碧衣に触れるな」

　誰もが畏怖するような冷たい声。だけど、不思議なカリスマを感じる。それは私だけでなく今井もそうだったようで、彼はゆっくりと私の手首を離した。

　その瞬間、男性は私の手を引き、今井に背を向けて歩き出す。私は何度か彼と今井を交互に見たあと、今井から距離を取ることを優先して、男性と共に歩いた。

　この綺麗な男性はまったく見覚えがないけれど、今井に引きずられてホテルに行くよりはましだ。

　しばらく黙って歩き、やがて駅前にたどり着く。駅の近くには小さな公園があって、男性はそこに入ると、ようやく足を止めた。

「大変だったね」

「あ、助けてくれて……ありがとうございます」

　私がお辞儀をすると、男はカフェオレ色の瞳を優しく細めた。

　どきん、と心臓が高鳴る。どうして？　私は胸を押さえた。

　まさか顔がいいからドキドキしているの？　なんて安直なんだ、私は！

「それにしても、僕が見つけたから良かったものの、碧衣は油断しすぎだよ。あんな男にホテルへ連れていかれそうになってさ、説明してほしいくらいだね」

　男は腕を組んで、叱るように私を睨む。

　え？　ど、どうして、初対面の人にそこまで怒られなくちゃいけないの？

　相手は恩人も同然なのだが、ちょっとムッとしてしまう。

「油断してません。相手がしつこかっただけです。助けてくれたのはありがたかったですけど、初めて会う人にそこまで言われる筋合いはありません」

　喧嘩なら買うぞとばかりに私も男を睨み、はっきり言った。

　すると男は驚いた顔をして、困ったように目を伏せる。

「初めて会う、人……」

　とてもショックを受けたような、落ち込んだ声。その姿はあまりに寂しそうで、私は思わず慌ててしまう。

「だ、だっ、だってそうでしょう？　私、あなたみたいな綺麗な人、見たことないです」

「綺麗……。そういえば碧衣は、初めて会った時も、僕を綺麗だと言ってくれたね」

　どこか懐かしむように、彼は言う。

　初めて会った時？　やっぱり私とこの人は、初対面ではないのだろうか。

　私はもう一度、彼を注意深く見る。何度見ても、顔が恐ろしいほど整っていた。実は女でしたと言われても全く違和感がないほど、男性離れした顔つきだ。

　……ん、ちょっと待って。女の子みたいな、綺麗な、顔？

　色白な手。黒い髪。カフェオレみたいに甘くて、色素の薄い瞳――。

「あー！！」

　過去の思い出が一気に蘇る。間違いない。この綺麗な顔をした男性は。

「神木かみき睦月むつきくん!?」

　私の心の奥底に仕舞っていた宝物。幼少時代の甘酸っぱい思い出。

　今日くらいの暑い夏に、淡い口約束を交わした。

　かわいくて女の子みたいな男の子。

　私が彼の名を呼ぶと、睦月くんはパァッと嬉しそうに相好を崩した。うわ、その笑顔……子供時代のまんまだ。見れば見るほど、彼は睦月くんだった。小さいころによく遊んでいた、私の幼馴染みだ。

「思い出してくれたんだね！」

　勢い余ったように、睦月くんが私を抱きしめた。

　ええーっ!?　い、い、いきなりハグ!?　私は目をしろくろさせて、あわあわと腕をばたつかせる。

「ちょっ、ちょっ、たんま！　ここ外だよ！」

「関係ないよ。嬉しい……思い出してくれて、ありがとう」

　猫だったら間違いなく『ゴロゴロ』と喉を鳴らしていそうなほど、睦月くんは私の頬に自分の頬をすり寄せた。

「ちょっ、化粧が崩れる！」

「碧衣もお化粧なんてする年齢になったんだね。感慨深いよ」

「そ、そうじゃなくて……っ」

　困る。だって昼間の公園なんて、他にも人がいるじゃないか。何より睦月くんはその辺に立っているだけで人の目を引く。

「お、お願いだから、もうちょっとだけ、離れて……」

　私がグイグイと睦月くんの胸を押していると、彼はそれでも私を離さず、子犬を思わせる愛らしい瞳で私を見つめた。

「ね、うちにおいでよ」

「う、うち？」

「僕の家。今はマンションに住んでいるんだ。色々話もしたいし……ダメ？」

　そんな、捨て犬みたいな目で見ないで欲しい。くーんと寂しそうに鳴いて、尻尾と耳をぺたんと下げているような表情に、私の心は切なく揺れる。

　確かに、睦月くんとは二十年ぶりの再会だ。どうしてあんな街中で出会えたのか謎だけど、聞きたいことも話したいこともたくさんある。

「わかった。……いいよ」

　頷くと、睦月くんはきらきらした笑顔になった。うっ、綺麗すぎてまぶしい。直視できない。

「じゃあ行こう！　こっちだよ」

　こっち？　私は睦月くんの手に引かれるまま、公園を後にする。

　ここは都内の中心部。商業施設やオフィスなど、様々なビルが林立している。睦月くんが向かったのは、その中でも一際目立つ、超高層ビル。いわゆる、タワーマンションだった。

　私はその巨大すぎる建物を前に、あんぐりと口を開く。

　え、睦月くん。もしかして、ここが家なの？　外観からして、いかにも『セレブ御用達』って感じで、私のような平民は門前払いを受けそうなんですけど……！

　黒色の大理石が敷き詰められたエントランスの天井は、控えめに輝く小さなシャンデリアが並んでいる。マンションであるにも関わらず、カウンターには男性のフロントが控えていて、睦月くんが横切ると「おかえりなさいませ」と頭を下げて挨拶した。

「な、なんか、すごいね」

「そう？」

　エントランスの奥にあるエレベーターに立って、ようやく私はため息まじりに呟く。睦月くんが不思議そうに首を傾げたので、思い切り呆れた顔をしてしまった。

「マンションの入り口にスタッフが常駐しているなんて、今まで見たことなかったよ」

「セキュリティ重視でここに決めたからね。監視カメラはもちろんのこと、常に警備員が待機しているし、エレベーターも、住民の指紋が必要なんだよ」

　指紋？　私が疑問を覚えていると、エレベーターが到着した。中に入ると、角のところにパネルがあって、睦月くんが親指を押し込むと、液晶画面に目的の階数が表示される。

「うわ……」

「このエレベーターは、指紋認証で自分の居住層にしか行けないシステムになっているんだ。緊急時は、パネルを開いて階数ボタンを押せるけど、もちろん警報が鳴るよ」

「なるほど～。本当にセキュリティがしっかりしているんだね。すごい」

　私が住んでいるのは二階建てのアパートなのでそもそもエレベーターがないし、エントランスなんて立派なものもないから、セキュリティ的には下の下だろう。

「いいなあ。ここなら新聞勧誘も宗教勧誘も来なさそうだし」

「それなら、一緒に住んでもいいんだよ？」

「えっ、いや。それはちょっと、ははは」

　唐突な提案に私は乾いた笑い声を立てた。幼馴染みとはいえ私達は他人同士だ。睦月くん、なんだか私に対して距離感がゼロじゃない？

　エレベーターが上昇を始め、ぐぅん、とお腹に重力を感じた。

やがて、目的の階数に到着して、重々しく扉が開いた。

　階数は五十八階。最上階だ。

　きょろきょろと辺りを見回すものの、玄関はひとつしか見当たらない。

「え、もしかして、この階には睦月くんのお部屋しかない……？」

「そうだよ」

　なんてことないように頷いて、睦月くんはポケットからキーホルダーのようなものを取り出す。そしてピ、とボタンを押した途端、玄関ドアのロックがカチリと開いた。

「せ、赤外線ロック……！」

　何もかもの設備が違いすぎる！　睦月くん、一体君は、何者になってしまったの!?

　焦る私を連れて、睦月くんは部屋に入る。玄関ホールは広くて、天井にはモダンなシーリングライトが明るい光を放っていた。

　ホールに見える扉は四つ。

「日本のマンションって、やたら部屋が細かく仕切られているんだね。そっちは寝室、こっちは空き部屋。あっちは洗面所とかトイレで、突き当たりがリビングだよ」

「うん。普通の単身者用マンションは、こんなに部屋ないからね」

　せいぜい、お風呂とトイレとリビング兼寝室くらいなものである。

　睦月くんに案内されたリビングは、私が想像していた倍ほどは広かった。私のアパートのリビングの三倍はありそうだ。

　南側は全て窓になっていて、高層ならではの絶景が広がっている。奥にはカウンター型のキッチンがあって、センスのよいラグマットやソファ、ローテーブルが設置されていた。

　気のせいだろうか。家具のどれもが真新しく見える。もしかして、ここに引っ越したばかりなのかな？

　睦月くんはリモコンでエアコンの電源を入れながら、私に顔を向けた。

「そこのソファで座っていてくれる？　お茶を入れるね」

「あ、ありがとう……」

　お言葉に甘えて、私はソファに座った。

　うわ、ソファがふかふか……。革張りなのに柔らかい。

　キッチンに目を向けると、睦月くんは冷蔵庫からガラスポットを取り出して、グラスにこぽこぽと注いでいる。

　……幼少の頃といえば、私も睦月くんも五歳のころだ。あれから二十年も経っているのだから、お互いに別人のようになって然るべしだろう。

　しかしそれにしても、変わりすぎじゃない？　いや、確かに目の色とか、全体的な雰囲気はあの頃のままだけど……あんなに美人になっちゃうなんて、反則だよ！

　昔は私より背が低かったのに、すっかり私より背が伸びちゃって、すらっとした体つきは、モデルみたいに均整が取れている。

　……う。なんだろう、この妙な劣等感。彼に比べて私は、あまりに普通だ。顔は整っているわけでもなく、至って平凡。体つきも、ダイエットを意識する程度には、たるんでいる部分がある。

　おまけに、明確な違いがあると確信するのは、圧倒的な経済力だ。こんなタワーマンション、普通の人は住めない。

　うわー……。ちょっと神様、格差がひどすぎやしませんか？

　私が顔を覆って落ち込んでいると、盆にグラスを二つ載せた睦月くんが近づいた。

「どうぞ、朝に作ったアップルティーだよ。……どうしたの？」

「あ。いや、なんでもない……デス」

　睦月くんからグラスを受け取った。ほのかなりんごの香りが芳しい。

　ストローで飲むと、アイスティーのさわやかな冷たさが、初夏の日差しに晒された身体をなだめていく。

　からん、とグラスの中に入っていた氷が音を立てた。

「その……睦月くん」

「ん？」

　私の隣に座り、アイスティーを口にした睦月くんが首を傾げる。

「あのね、私、お母さんから睦月くんが外国に移住したって話を聞いたんだけど……今は日本にいるの？」

　睦月くんと再会してから、ずっと思っていた疑問を口にした。彼はアイスティーをストローで飲むと、グラスをローテーブルに置く。

「そうだね。実を言うと、日本に戻ったのは三日前なんだ。碧衣が言うとおり、僕は五歳の頃に日本を発って、ずっと外国で暮らしていた。僕の身体を治すためにね」

「あ……」

　やっぱり、そうだったんだ。

　睦月くんは、幼馴染みといっても共に過ごした期間は短かった。五歳のころに出会って、それからしばらくの間、私は睦月くんと仲良くしていた。

　けれども、私が小学生になるころには、もう睦月くんはいなかった。

　母から、彼が外国に移住したことを聞き、悲しみに暮れたことを覚えている。

　あの頃の睦月くんは、身体が小さくて、肌が白くて、少し走っただけで息を切らせていた。

　外出を許されるのはいつもたった三十分だったから、子供心に、睦月くんは身体が弱いのだと理解していた。その身体を治すために――彼と家族は外国へ移住したのだ。

「えっと、今……は？」

「ああ、もうすっかり治っているよ。でも、両親が海外暮らしを気に入ってね、なかなか日本に帰る許可が得られなかったんだ」

　なるほど。そういう事情で、睦月くんはずっと日本に帰ることはなかったんだ。

「でも、それならどうして……日本に？」

「もちろん、碧衣を探すためだよ」

　睦月くんが私の手を握った。びっくりして、片手で持っていたアイスティーが、軽く跳ねる。

「え、冗談……だよね？」

「冗談に見える？　僕は君と再び出会うため、幼いころからずっと日本に帰ることを決めていた。幸い、仕事も軌道に乗ることができてね、これからはここを拠点にする予定なんだ。これでも、会社を経営しているんだよ」

　経営って、つまり、今の睦月くんは社長ってこと？

　うわ……私と同い年なのに、この差は何なのだろう。それならタワーマンションに住居を構えているのも理解でき……るわけがない！　こんなところ、よほどの大企業でもない限り、社長であっても住めないと思う 。

「な、なんだか、睦月くん。遠い存在になっちゃったみたいだね」

　ため息まじりに呟き、アイスティーを飲んだ。

「そうかな。僕は君との思い出をずっと覚えていたから、場所は遠くても近くに感じていたよ。初めて出会った日の記憶は、僕の宝物だからね」

「それって五歳のころ？」

　私が問い返すと、睦月くんは頷く。

「あの出会いは強烈だったからね」

　楽しそうに笑う。屈託がなく、少年みたいな笑顔。その表情は、間違いなく私が覚えている幼い睦月くんの面影を残していた。

「確か、睦月くんの家の庭にある生け垣に、自転車ごと突っ込んじゃったんだよね」

　私は困った顔で言った。

　そう、私は、非常にわんぱくな子供だったのだ。毎日どろんこになるまで遊び、あっちこっちで転んだり枝をひっかけたりして、生傷も絶えなかった。両親は私に手を焼いたと思う。

　あの頃、私のブームは自転車だった。誕生日プレゼントで買ってもらったばかりの自転車に毎日乗って、あちこち出かけていたのだ。

　そして見慣れない街まで遠出してしまい、坂道を見つけて……。

　私は思いっきりスピードを上げて、自転車で坂道を下ったのだ。今思うと本当にバカの極みである。案の定ブレーキがきかず、坂の下にあった生け垣に突っ込んでしまった。

　その家に住んでいたのが、睦月くん。

　知らせを受けたお母さんが車ですっ飛んできて平謝りした。私も半べそで頭を下げて謝った。睦月くんは、自分のお母さんの後ろにしがみついて、私をじっと見ていた。

　そのカフェオレ色の瞳は私に対する好奇心に満ちていて、思わず声をかけてしまったのだ。

『ねえ、おめめがとっても綺麗だね』

　母親が慌てて私を叱る。けれども――。

『君はどうして、そんなに傷だらけなの？』

　睦月くんも、怯えながら私に声をかけてくれたのだ。

　それから、私達はあっという間に仲良くなり、私は毎日のように睦月くんの家へ通い、広い庭の中で遊んでいた。

「外ですごい音がして、窓を見てみたら、生け垣から女の子の顔が突き出てるんだもん。最初は首なしオバケかと思って、悲鳴を上げてしまったんだよ」

「あはは！　確かに生け垣に顔だけ出てたらオバケって思っちゃうかも！　……当時は、重ね重ね、すみませんでした……」

　私はしおしおと頭を下げた。母から聞いたのだが、傷んだ生け垣の修理代は一切請求されなかったのだという。つまり、私が生け垣を壊したのに、睦月くんの家が直してしまったのだ。果たして生け垣の修理代がいくら程かかるのか。それはわからないけど、本当にわんぱくで、ひどい子供だったと思う。睦月くんはよく私なんかと遊んでいたなあと感心するほどだ。

　睦月くんは、私を見つめて、優しく瞳を細める。

「謝らないで。僕にとってあの出会いは、とても嬉しいことだったんだから」

「う、嬉しかったの？」

「そう。……僕はあの時、運命が僕のところに飛び込んできたって思ったんだよ」

　ソファに置いていた私の手を、そっと握る。

　どきん、と私の心が高鳴った。

「ねえ、碧衣。幼いころにした約束を、覚えている？」

　そっと睦月くんが近づいて、まるで内緒話をするように、耳元で訊ねる。

　胸の高鳴りが、止むどころがどんどん加速していく。

「あ、あの……ちょっと、距離が」

　近い、近すぎる。これは二十年ぶりに再会を果たした幼馴染みの距離じゃない！

　私が睦月くんの胸を押すと、彼はそんな私の両手をきゅっと握ってしまった。

「覚えている？」

　カフェオレ色の瞳で、私をまっすぐに見つめる。

　微笑んでいるけれど、目は真剣だった。私はこくんと生唾を飲み込む。

「もしかして、その……結婚……とかいう……？」

　違っていたら恥どころではない。速攻鞄持って逃げなければならない。

　微妙な戦慄を覚えつつ言うと、睦月くんは輝くような笑顔になった。

「そうだよ！　ちゃんと碧衣も覚えていてくれていたんだ……良かった！」

　ど、どうやら、私の答えは正解だったらしい。間違っていなくて、まじで良かった……。

「五歳の夏。僕達は、結婚の約束をしたね。いつか迎えにいくと僕は言って、君は頷いた。ようやく、その約束を果たせる日が来たんだ」

　手が引かれて、あっ、と思った時にはもう、私の身体は睦月くんの腕の中にいた。

　え、えーっ、ハグ……されてますか、私!?

「ちょっ、ちょ……ちょっ」

　距離が近いどころではない。もうゼロだ。ゼロ距離だ。今までずっと、こういう男女のおつきあいというものに縁がなかったゆえか、目がグルグル回ってしまう。

「碧衣。僕と、結婚してください。君を幸せにする下準備は全て済ませたよ。あとは君が頷くだけなんだ」

　私を腕から離さず、正面から見つめる。

　小さいころからずっと夢見ていた。睦月くんと結婚の約束をしたあと、彼は海外に移住してしまって、もう二度と会えないんだと思うと悲しかった。それでも約束だけは決して忘れることができなかった。

　いつか迎えにきてくれる。そんな甘い希望を持つほど、私の頭はお花畑ではない。

　それでも、どうしても、だめだった。

　思春期になって、周りの同級生が彼氏を作ったりして、リアルを楽しく充実させていっても、私は一人として恋人は作れなかった。……否、男性を、好きになることがなかったのだ。高校、大学と、ひとりふたり、好意を寄せられたことはある。でも、絆されることはなかった。それはきっと、心の中にはずっと睦月くんがいたからだと思う。

　いい加減忘れるべきだ。もう会うことはない。向こうはきっと忘れている。何度そう思い込んで忘れようとしたか。

　なのに諦め悪く、女々しく、私は心のどこかで待っていたのだ。結局は、希望を持つなと己に言い聞かせていただけ。本当の私は、頭がお花畑だった。……この時を、ずっと待っていたのだ。

　けれども、いざその時になると、尻込みしてしまう。

　私は周りを見た。洗練された家具に囲まれた、タワーマンションの一室。会社を経営しているのだという彼。まさに月とスッポンな、外見の違い。

　何もかもが違いすぎて、怖くなる。私は……この申し出を断るべきなのかもしれない。

「わ、私は」

　俯いた。私はあなたと違って平凡だ。会社だって中小企業のヒラ社員である。特に目立ったところはないし、誰かに自慢できるような特技もない。見た目だって、全然美人でもないし、スタイルがいいわけでもなく、磨けば光るような下地があるわけでもない。

　はたして私は、今の睦月くんに見合う人なのか。……自信が、ぜんぜんない。

「碧衣……」

　ふと、寂しそうな声が聞こえて、私はハッと顔を上げる。

　目の前には、眉をハの字に下げて、悲しい表情をする睦月くんがいた。

「結婚、してくれない、の？」

　今にも泣き出しそうな顔。私の心がきゅんと切なくなる。

　そんな目で見つめないで。今にも捨てられそうな子犬みたいじゃない。私は得も言われぬ罪悪感に囚われた。

　二十年前の、他愛のない口約束は、睦月くんにとってどれほど大切なものだったのだろう。彼はあの時、どんな覚悟を持って私を迎えにいくと口にしたのだろう。

　もしかすると、私が思うよりもずっと強い覚悟で、迎えにいくと言ったのかもしれない。

　それなら、私の答えはひとつしかなかった。

　釣り合わないかもしれない。ふたりの間にある、空白の二十年を埋めるのは時間がかかるかもしれない。だけど……。

　やっぱり私は、睦月くん以外の男の人は嫌だった。

　ずっと恋をする機会がなかったのも、好意を向けられてもその気にならなかったのも。

　きっとこの日のためにあったのだろう。

　私の心にいる男の子は、五歳のあの日からずっと睦月くんだけ。

　その彼が私を迎えにきたというのなら……。

「いいよ。結婚、しよう」

　頷いた。これが私の答えだ。私だって、二十年も忘れずにいた。

　今の睦月くんに、私の存在はそぐわないかもしれない。でもそれなら、誰が見ても違和感を覚えないように努力すればいい。

　シンデレラの魔法のように、突然綺麗になれるわけではないけれど。少なくとも今よりはよくなれるよう、頑張りたい。

　私の返事に。睦月くんは顔を綻ばせた。

「碧衣！」

「ぎゃっ!?」

　有無も言わず、睦月くんが力任せに抱きしめる。

「ちょっ、くるじ……くるしいっ、息がっ」

　私はベシベシと彼の背中を叩いた。しかしちっとも力をゆるめてくれない。

「嬉しい……よかった。もし断られたら、僕の生きる意味がなくなってしまうところだった」

「そ、そんな大げさな」

「本当のことだよ。だって僕は、君と再会する事を励みに、これまでを頑張ってきたんだからね」

　ようやく力を緩めて、睦月くんは私の頭を撫でる。

　大層にしか聞こえないけれど、彼の真剣な瞳を見ていると、あながち嘘でもないような気がしてきて困る。

「でも、それなら……なんだか申し訳ないね」

「どうして？」

「だって、睦月くんはこんなに素敵な男性になっていたのに、私はなんとも冴えなくて。見た目も平凡だし、仕事も普通のヒラ社員だし、まったくキラキラ度が足りないというか」

「キラキラ度って何？」

　睦月くんはくすくすと笑って、私の頬を、両手で包み込んだ。

　顔が至近距離に近づいて、ドキドキする。本当に……なんて綺麗な男性に育ってしまったのだ。女の子と間違えるくらいかわいくて天使みたいだった睦月くんの面影は、もうほとんどない。

　今はどこから見ても、立派な……かっこいい、素敵な男性。

「昔は、まだこの言葉を言う資格がないと思っていたから、口にできなかった。でも、今なら……この言葉に責任が取れる。だから……言うね」

　睦月くんは優しく瞳を揺らし、ゆっくりと顔を近づけた。

　あ、これは……される。

　私がぼんやりそう思ったところで、私の唇に柔らかく、温かいものが当たった。それは睦月くんの唇で――。

　キス、してる。私の初めての口づけは、ただただ驚き、目を丸くするばかりだった。

「愛している」

　優しい口づけのあと、睦月くんが私に囁く。

「この言葉を君に伝えるために、僕はこれまでを生きていたんだ。次は、愛する君と共に幸せになるため、これからを生きていきたい」

　なんて愛の言葉だろう。これ以上はないのではないかという程、その言葉には睦月くんの気持ちがこもっていた。……こもりすぎて、ちょっと重い気がするのは、気のせいだろうか。

「これから碧衣は、僕の婚約者だからね」

「う、うん」

「だからね、碧衣」

「うん？」

　首を傾げる。睦月くんはニッコリと、あらゆる人間を魅了してしまいそうな、極上の笑顔を浮かべた。

「浮気したら、だめだよ」

「……うん？」

　なんだろう。今、リビングの温度が気持ち五度ほど下がったような。

「さっきの繁華街でのあれはなに？」

「あれ？　合コンのこと？」

　私が正直に答えると、リビングにピシッと音が響いた。家鳴りかな？

「合コン。知っているとも。合コンとは、初対面の男女が場を設けて集まり、酒などを酌み交わす合同コンパの略称だ。コンパという言葉は明治時代に、同じ志を持つ書生や寮生が集まり親睦を深める『コンパニー』の文化が発祥だと言われている」

「くっ、詳しいね、睦月くん」

　そんなトリビア、知らなかったなあ。睦月くんは笑顔のまま私に詰め寄る。

「なんでそんな場に君が出席していたの？　僕というものがありながら」

「えっ、いや～、気は咎めたのですが、何せ二十年も音信不通だったし……」

「闘病もしていたから、心配をかけたくなかったんだよ。万全の状態で碧衣に会いに行こうと、僕も必死だったんだ」

　ムッと睦月くんが眉間に皺を寄せる。唇を尖らせて拗ねる姿はどことなく幼くて、私は思い出してしまった。

　そういえば、小さいころの睦月くんも、怒るときはこんな顔をしていたっけ。そういうところは全然変わっていなくて、私は妙にほっとした。そして、睦月くんに笑いかける。

「ごめんね。今日のはさ、会社の同僚にだまされちゃったんだ」

「同僚は……女性？」

「そう。悪い人じゃないんだけど、あまり人の都合を考えない人で」

　話していたら、地獄の合コンの記憶が蘇り、腹立たしくなってくる。なにが粒ぞろいだ。間宮をはじめとして、他の女の子はすでに目当ての男をターゲッティングして決して手放さないし、私には一番外れっぽい明らかにヤリ目的みたいな今井を露骨にあてがって、放っておかれた。幹事の間宮は、向こうの面子に今井という『ハズレ』が参加するのをわかっていたはずだ。最初からハズレに私をあてがうために呼んだのだったら絶対に許さん。

　私が密かにメラメラと怒りを増幅させていると、睦月くんはジッと視線を向けてくる。

「つまりだまされた形で呼ばれて、その場で説得されて、断り切れなかった。そんなところ？」

「う、その通り……デス」

　まるで一部始終を見ていたのかと思うほど的確な指摘だ。私が頷くと、睦月くんはようやく納得したように頷く。

「昔の碧衣もそういうところあったよね。頼みを断れなくて、友達にお気に入りのオモチャを貸したまま返してもらえなかったこともあった」

「そういうこともあったねえ」

　私は遠い目をする。そうそう、昔から私には、間宮タイプの人間が周りにひとりはいて、何というか便利に使われたり、押し切られて損をしたりしていたのだ。

　睦月くんは困ったようにため息をついた。

「わかったよ。二十年、手紙ひとつ出さなかった僕も悪かったし。今回の件は不問にします。でも、もうだめだよ。どんなに説得されても、あんな集まりに参加したらだめ」

　約束してと言わんばかりに、彼は小指を立てた。私もおずおずと小指を立てる。

「君は……もう、僕の婚約者なんだからね」

　指切りげんまん、うそついたら、ハリセンボン飲ます。

　懐かしい、指切りの約束だ。私は五歳の頃に彼と交わした約束を改めて思い出す。

　あの時もこうやって、指を合わせた。

　……なんだか夢みたい。漠然と望んでいたことが突然現実で起きてしまって、まだ実感が湧いていないのかな。

「嬉しいな。こうして日本に帰って、目の前には綺麗になった碧衣がいる。ずっと夢みていたことがどんどん叶って、幸せのあまり踊り出してしまいそうだよ」

「本当に大げさだね……。私なんて綺麗じゃないよ。睦月くんのほうが、ずっと綺麗だよ」

　軽く俯いて言うと、私の顎がふいに摘ままれた。クイと上に向けられたかと思った瞬間、優しくキスをされる。

「ん……」

　やわらかい唇。他人の唇に触れられるのがこんなに心地良いなんて知らなかった。

　だけど、優しいキスはそこまでだった。彼は唇を離したかと思うと顔を軽く傾けて、角度を変えて口づける。

　次は、唇の端をぴったり合わせるような深いキス。

「……んっ、ん！」

　口ごと食べられるような口づけに、私は身体を戦慄かせた。

「はあ……」

　睦月くんが、甘いため息をつく。息継ぎをして、もう一度。彼のキスに翻弄されているところで、生暖かいものが私の口腔にぺとりと張り付いた。

「んっ!?」

　驚きに目を見開かせるも、睦月くんは私を抱きしめて離してくれない。

　それは睦月くんの舌で。彼はとろとろと唾液をこぼしながら、私の歯列や舌の裏、内頬を舌でなでていく。

「ふ、ぁっ、ああ」

　くちゅりと音を立てて、奥に縮こまっていた私の舌を、己の舌で絡め取る。そして舌の表側同士で擦り合わせた。

「ふぁっ、あ、ふ……ぁっ」

　背中の腰骨が浮き立つような感覚。フワフワした不思議なくすぐったさに、身体が疼く。睦月くんの舌の表面のザラザラした感触が私の舌を通してダイレクトに伝わり、ビリビリと体中が感電したみたいに震える。

「あ、だめ……睦月くん」

　どうしていつの間にこんなことになっているのか。頭の奥で、シグナルが鳴る。このまま身を任せるのは危険だと、本能が訴えている。

　私が睦月くんの腕を掴んで拒むと、そんな私の手首がそっと握られた。

「大丈夫だよ。僕達は近いうちに結婚するんだ。だからこの行為は何も間違っていない」

「え、でも……」

　確かに結婚の約束はしたけれど、約束した当日にこんなやりとりをしていいのだろうか。もっと踏まなければならない順序があるのではないか。

　私の理性が、そう訴え続ける。だけど睦月くんはそんな私の理性をとろかせるように、濃厚な口づけをした。

　くちゅ。唇からはしたないリップ音がして、私の顔は自然と熱を孕む。

「いいんだよ。僕達は十分に待った。互いに裏切ることなく、互いに身体を穢すこともなく、たったひとりの相手と愛し合うために――二十年も、待ったんだ」

　とさっ、と音がして。私の身体がソファに落ちたのだと、気づく。

「愛している。もう待てない。我慢できない。碧衣、あの時はできなかった僕の気持ちを、ちゃんと受け取ってほしい」

　私の上に覆い被さった睦月くんは、今にも泣き出しそうな顔で訴えた。

　――あなたは一体、空白の二十年を、どんな思いで過ごしてきたの？

　そんな顔をしないで。さみしがり屋で構われたがりな子犬のように目を潤ませないで。私は幼いころから、睦月くんのその顔に、弱いのだから。

「愛しているよ、碧衣」

「ん……っ」

　唇を重ねて、何度も合わせて。私の髪に彼の細くて綺麗な手が絡む。睦月くんは私の鼻に、額に、頬に、こめかみに、キスの雨を降らせて、最後に耳に口づけた。

　チュッというリップ音がダイレクトに響いて、恥ずかしくなる。

「愛していると、言って」

　耳の傍で甘く囁かれる。腰から首にかけて、背骨を伝ってゾクゾクした感覚が走る。

「あっ、あ……い、してる……」

　口にすると、なんて陳腐でありきたりな愛の言葉なのだろう。それなのに、睦月くんの『愛している』には、私が言った言葉の何万倍もの重さがあるように思えた。

「君と出会った、あの日から、僕はずっと恋をしていたよ。やっとこの気持ちが伝えられることが、とても……嬉しい」

　耳朶を柔らかく食まれて、ぴくりと身体を揺らしてしまう。

　じくじくと染み渡るような性の快感。それは初めての感覚。

　子供から大人になるまでの間で、一度として興味がなかった……というわけではない。思春期にはそれなりに好奇心を強め、彼氏を作る友達を羨ましく思ったこともある。

　性描写のある漫画を読んで、ドキドキした。こんな風に触れられたら私も漫画みたいに気持ち良くなってしまうのかなと、考えた。

　それでも、私の脳裏によぎるのは、いつでも幼い頃の他愛のない約束。

　バカみたいに信じて、大人だから諦めようとして、それでも女々しく忘れられずにいて……。

「私も、うれしい……っ」

　かすれ声で呟くと、睦月くんはカフェオレ色の瞳を見開いた。そして、幸せそうに優しく細める。

「好きだよ。碧衣」

　もう、二度と離さない。耳元で囁き、とろけそうな程に暑い舌先で耳を舐める。

「ふっ、ぁ……っ」

　びくびくと身体が震えた。汗ばんだ薄手の襟シャツに、睦月くんの手がかかる。ぷつぷつとボタンを外し、耳の後ろから首筋にかけてゆっくりと舌でなぞる。

「ああっ、あ、んんっ」

　私の動脈を確かめるように、何度も往復し、緩んだ襟シャツの下に手を潜り込ませ、私の背中をじかに触る。

　ああ、私、ずっと待っていたのかもしれない。

　五歳のころからこの時を夢に見ていたのかもしれない。

　睦月くんに触れられるのがこんなにも嬉しくて幸せを感じるなんて。身体がずっと睦月くんを待っていたみたい。

　だから嬉しい。周りに『諦めが悪い』と呆れられても『向こうはどうせ忘れているよ』と笑われても、それでも信念を曲げなくてよかった。

　私の初めてを睦月くんが得てくれるのが、とても、嬉しい。

「なめらかな背中だね。すべすべだ」

「ん……っ、汗で、濡れてるから、ぐしょぐしょで……」

「そうだね。エアコンを付けているのに……もしかして、緊張してる？」

　話しながら、ぷつっとブラのホックが外される。

　途端に締め付けていた下着がゆるみ、胸に開放感が訪れる。

「ちょっと、してるかも」

　何せ初めてなのだ。落ち着いてリラックスしてるほうがおかしいと思う。

　睦月くんはくすくす笑って、私の肩口に唇を寄せた。

「かわいいね。……うん。碧衣の汗の匂いがする」

　犬のように鼻を動かしてくんくんと嗅がれる。私の顔にカッと熱が集まった。

「やっ、そういう匂いを嗅ぐのは……っ」

「どうして？　碧衣の匂いは、甘くて柔らかいよ。それに、なんだろう……すごく、興奮する。ムラムラしてしまうな」

　む、むらむらって……。綺麗な顔で、そういう事を言わないで欲しい。

　私が首を横にふって「だめ」と言うのも聞かず、睦月くんは上着のボタンを全てはずしてしまって、ホックを外したブラを上に押し上げた。

　途端に、彼の目の前に晒されたのは私の乳房。恥ずかしくて直視できなくなる。

「綺麗な胸だね」

　そんなことない。私はすぐさま否定の言葉を口にしようとした。だけど途端に自分の嬌声で言葉がかき消される。

「あ、ぁああっ」

　露わになった乳房を睦月くんは手で柔らかく掴んだかと思うと、おもむろにその乳首に口づけたのだ。

　まるで衝撃に似た性感は強すぎて、私はいとも簡単に翻弄されてしまう。

　ちゅ、チュッ。

　私の羞恥を煽るように、睦月くんは何度も乳首に口づける。そして乳房を揉みしだきながら、その形のよい口を大きく開いた。

　はぁ、と熱い息が乳首にかかる。それだけでブルブルと自分の身体が震えた。

「ひゃ、あ、ああ……むつき……くん……」

　次は何を、何をするのか。恐れと期待が同時にせめぎ合う。

　睦月くんはこちらをチラと見たあと、にぃ、と瞳を笑わせた。そして、たらりとだらしなく舌を出し、その舌先で乳首をツン、とつつく。

「あぁあああっ！」

　私は新たな性感に身を痙攣させた。

「見て、碧衣」

　思わず瞑った目を恐る恐る開く。すると、睦月くんは私に見せつけるように舌を出し、細やかに舌先を動かして乳首を舐め始めた。

「ひっ、ぁ、やぁ、んんっ」

　恥ずかしくて気持ち良くて頭がおかしくなりそう。視覚が聴覚が触感が。私の持つあらゆる感覚が、官能にむせび啼く。

「ちゃんと見ているんだよ。僕が君を愛しているところを」

　夢みるようにうっとりと言って、チュッと音を立てて乳首を吸う。

「いや、あぁンン！」

　じゅるっ、ジュ。ちゅく。

　睦月くんが容赦なく乳首を嬲る。私の頭はどんどんおかしくなって、まともな言葉も話せない。ただ、彼の愛撫に翻弄され、喘ぐのみだ。

　こんなの、知らない。こんな感覚は、知らなかった。

　気持ち良くて頭の中がそれだけになって、やめてほしいのに、やめてほしくない――。

「あぁあああっ」

　ビクビクと大きく身体を震わせ、身をよじる。だけど睦月くんは私の手首をしっかりと握り、ソファに押し込んだ。

　身動きの取れないまま、彼は乳首を口に含み、生暖かい口腔で乳首を転がし続ける。ねっとりと、たっぷりと唾液をしみこませて、とろとろになった乳首を、舌先でいじめる。

「ああ、ぁああ、いや、いや、ン、だめ……っ」

　わけもわからず、私は首を横に振る。

　決して嫌ではないのに口では嫌と言ってしまう。その理由さえわからない。

「反応が可愛い。……僕の碧衣」

　彼の愛撫にいちいちと反応する私に気をよくしたのか、睦月くんは嬉しそうに笑う。そして身体を起こすと、両方の乳首をツンと摘まんだ。

「んんっ」

「ああ、ほら……見てご覧。こんなにも硬くなっているよ。気持ち良かったんだね」

　親指と人差し指でくりくりと扱く。唾液で濡れた乳首は私に快感しか与えない。

「あっ、ああ、ぁああっ」

「気持ちいいって言ってよ、碧衣」

　ギュッと強く乳首を抓られて、私は大きく背中をそらした。

「あぁああああっ」

　目の奥で白い光が爆ぜる。圧倒的な衝撃に、私の頭の中はなにもかもがなくなった。

　とろりと瞳を開くと、笑顔の睦月くんが私の乳首を人差し指で揺らしている。

「んっ、ン、っ……きも……ち、い……」

　甘い性感に喘ぎながら、舌足らずな声で呟くと、睦月くんは私の唇に口づけた。

「ああ、かわいい。イッてぼんやりしてる碧衣がたまらない」

　にちゅっ、にちゅ。

　唾液でとろとろになった乳首を何度も摘まんでは、指の力ではじいて、私は口づけを交わしながらビクビクと身体を震わせた。

「うンっ、ん、やぁ……もう、いじめ……ないでぇ……」

　大人の声とは思えない。甘えきった自分の声に驚いてしまう。

　はっはっ、と犬みたいに口を開ける私の舌に自分の舌を絡ませ、ぬちゅぬちゅと舐め合い、睦月くんは「ふふっ」と笑った。

「そうだね。あまりに碧衣が敏感だから夢中になってしまう。でも、ここまで気持ち良くなれているなら、ここはどうかな」

　私が履いていたジーンズのホックを外し、ゆっくりとずらされる。そして最後まで脱がされた時、私は下半身がひどく寒いことに気が付いた。

　いつの間にかショーツがぐしょぐしょに濡れていて、エアコンの風で冷やされている。

「あ……どし……て」

　呟き、ハッと思い出す。そういえば……性描写のある漫画でもあった。

「すごく濡れてる。これじゃ下着の意味がないね」

　睦月くんが意地悪に笑い、ショーツもずるずると脱がしてしまった。

　はだけた襟シャツと、上にずらされたブラ、そして下半身には何も身に付けていないという恥ずかしい格好になってしまって、私の体が熱く火照ってしまう。

　思わず自分の身体を隠そうとして、太ももを合わせた。すると睦月くんはすぐさま私の片足を掴み上げ、自分の肩に乗せてしまう。

「や、だ……っ、恥ずかしい……！」

「そうだね。もっと恥ずかしいことをするよ？」

「こ、これ以上……なの……!?」

　私はこんなにいっぱいいっぱいなのに、睦月くんはやけに余裕だ。何だか不公平さを感じてしまう。だけど、彼の指が秘所の茂みを探った途端、私の頭から全ての思考が飛んで行って、ピンと足のつま先に力が入った。

「あ……ア……だめェ……」

　その声は、自分でも困っているようには聞こえない。

　睦月くんは指の動きを止めることはなかった。ちゅく、と、粘ついた音を立てて茂みの中から窪みを辿る。

「ふっ、う……ン！」

　閃光のような性感に、私は目を瞑り、口元を手の甲で隠した。

　これ以上恥ずかしい声を上げたくなくて、懸命に唇を押さえる。

「無駄な抵抗をするところ、すごく愛らしいね」

　な、なんか、意地悪……じゃない？

　私は潤んだ目で睦月くんを睨み付けた。彼はとても嬉しそうに微笑む。

「かわいいよ」

　秘裂に指を立て、くちゅくちゅと上下に擦る。それだけで私はクッと顎をそらし、体中が緊張で戦慄いた。

「ンンッ、ん……っ」

「碧衣のここ、すごく温かい。柔らかくて、いっぱい、濡れてる」

「ふっ、ぁ……いじわる……っ」

　つい口に出して非難してしまった。睦月くんはうっとりと私を見つめ、濡れそぼった蜜口にゆっくりと人差し指を挿し入れる。

「あ、ァ……あ……」

　プルプルと震える私を抱きしめ、首筋から頬にかけて、ぺろりと舐められた。

「いじわるかもしれないね。けれど、こんな風にしたいと思うのは、君だけなんだよ」

　耳元で甘く囁き、ちゅ、と耳朶にキスをする。

「恥ずかしがる顔も、気持ちよさそうに潤ませる瞳も、甘く喘ぐ声も、全部知りたい。僕だけで独占したい。君以外はいらない」

　蜜口に埋めた指が膣内で曲がり、くねくねと動く。

「あっ、あ、その、ゆ……び……っ」

　びくびくと身体が震えて、口を手で押さえながら、もう片方の手で睦月くんの腕を掴む。だけど彼の指は止まらず、柔らかい抽挿がされた。

　ちゅぷっ、クチュっ。

　いやらしい音がリビングに響いて、頭が混乱する。とても恥ずかしいのに、彼が指を抜く度切ないうずきに囚われて、自分の身体が制御できなくなっていく。

「とろとろ。気持ちいいんだね」

　ちゅくっ、と指を抜いた睦月くんは、私の中に埋めていた指を眺める。リビングの光に照らされて、彼の指はきらきらと光っていた。それが自分の愛液とわかって、たまらない羞恥にとらわれる。

　睦月くんはその指をぺろりと舐めた。私の目が大きく見開く。

「だ、めえ、そんなの、汚い……」

「汚くないよ。碧衣の味が知れて嬉しい。ああ……もう、限界だ」

　何度も睦月くんは指を舐めて、その指で再び私の茂みを探る。つん、と突くのは、蜜口より少し上にある、秘芯。

「ああぁああっ！」

　びりびりと痺れるような快感が身に走り、私の身体が大きく跳ねた。

　睦月くんは私の一番よわいところをいじめながら、片手でベルトのバックルを外す。そしてスラックスの前をくつろげ、新品の避妊具を取り出した。

「用意がいいでしょう？」

「う……そ、それは」

　歯で避妊具のパッケージを噛み破り、準備をすすめながら彼はニッと笑う。その笑顔は、幼いころにはなかった種類のものだ。

　くらくて、ちょっとだけ怖くて、私には想像がつかないほどの執着に満ちている。

「日本に帰ってすぐに碧衣を探したよ。見つけたらすぐに求婚して、君を僕のものにしようと決めていた。だからこれは、覚悟の証だ」

　ぴちっ、と音が鳴って、装着し終える。私が怖いもの見たさにそっと下肢を見ると、そこには綺麗な睦月くんの顔や華奢な身体には全くそぐわない、異物があった。

　天を向き、猛り立つもの。半透明の避妊具に覆われていても、枝分かれして脈打つ血管がとてもグロテスクで、えらのある先端は赤黒い。

　彼はそれを握ると、秘所の窪みに差し込み、焦らすように何度も往復させて擦る。

　それは指よりも太くて、硬くて、生々しい温かさがあって。

　睦月くんの性器なんだと思うと、羞恥を強く感じた。

「あ、ぁ、むつき……くん」

　秘裂をこするばかりで、腰をゆらめかせている睦月くんに、私はすがるような声を出す。

　なんだろう。下腹部がやけに疼いて、切ない。膣奥にある子宮が、きゅんと窄まっているのがわかる。

　クチュッ、クチュ。

　睦月くんは薄い笑みを浮かべて、性器で秘裂を辿るばかりだ。

　私は首を横に振って、身体を戦慄かせる。

「ヤぁ、ン……っ、おね、が……」

　何を。私は、何を言っているの？　何をお願いしようとしているの？

　自分でも分からないまま、口が勝手に動く。

　はあ、と、睦月くんが恍惚のため息をつき、カフェオレ色の瞳が潤む。

「なんてたまらない顔をするんだ。焦らした時の碧衣は、とんでもなく色っぽいよ」

「そっ、そんなこと……な……い」

「自分ではわからないんだね。無意識に腰まで揺らして……かわいいなあ、もう」

　心底嬉しそうに睦月くんは言って、私の身体に覆い被さった。

「そんなに欲しがるなんて嬉しいよ。いっぱい、あげるね」

　口元で囁き、ちゅ、とキスをする。そして、彼は自分の楔を持ち、蜜口にあてがった。

　ぬぷん、とエラの張った先端が入り込む。

　今まで一度として異性を受け入れたことのなかった蜜口は大きくこじあけられて、硬くて太いものが膣内へ侵入していく。

「ああぁああああっ！」

　大きな異物をこの身で受け入れるというのは、まるで衝撃だった。圧倒的な違和感と圧迫感。硬い彼の先端と、張ったエラが、膣壁をごりごりと削り上げていく。

「ひっ、ぁ、ああんっ、だ、めぇ」

　怯えから、腰が勝手に引いてしまう。だけど睦月くんは許さなかった。私の腰をしっかりと抱いて固定し、問答無用でグリグリと押し込んでいく。

　道なき道をこじ開け、ほじられる感覚は、初めてであるはずなのにどろどろと甘い性感で溢れている。セックスが気持ちがいいものとは知識で知っていたけれど、ここまでとは思わなかった。

「い、ァ……っ、は、っは……っ」

　息が詰まって、呼吸がしにくい。私がはくはくと口を開け閉めしていると、睦月くんが私の唇に口づけた。

　彼の肺から空気が送り込まれて、私は衝動的に吸う。

「ふっ、はっ、はぁ」

「いっぱいいっぱい、だね」

　ちゅ、とこめかみに口づけて、睦月くんが笑う。

「もう少し……だよ」

　彼は努めて私を気遣って挿入しているようだった。行為を止めてはくれないけれど、行動は愛情に溢れている。

　やがて彼のものは最奥まで入り込み、こつんとノックする。私は大きく深呼吸して、身を固くした。

「奥まで入ったよ」

「うん……っ」

　優しい声色の睦月くんに、私は頷く。

　膣内に収まった彼の楔から、ドクドクと血管の振動が伝わってくる。生々しくて熱くて、私の心は未だかつて無いほど早い鼓動を立てていた。

　膣内に収まる楔の感覚がどうしても慣れなくて、私は楔を押し出すように力を入れて、身をよじってしまう。

「あっ、……は……っ」

　その時、睦月くんがびくんと反応した。

　初めて聞く彼の喘ぎは、艶めいた声色に染められていて、私よりもずっと色っぽい。ドキドキしてしまう。

「いきなり締めつけるとか、反則」

　睦月くんが壮絶なほど魅力的な顔をして、私に微笑む。

「やっ、その……意識してる、わけじゃ」

　どうしたらいいのかわからなくて、私は思わず下半身を意識してしまう。すると、また力を入れてしまって、睦月くんが「はあ」と熱いため息をついた。

「ああ、もう。気持ち良すぎて。……頭の中、トんでる」

　ぎゅっと私を抱きしめて、睦月くんは肩口に唇を寄せた。

　そして、大きく口を開けると、まるで吸血鬼みたいに噛みつく。

「んっ！」

　痛くはない。甘噛み、というものだろう。だけどまさか噛まれるとは思わなかったからびっくりしてしまう。

「はあ、好き」

　ため息交じりに呟いて、睦月くんは大きく腰を引いた。

「んっ、んんっ！」

　勢いよく抜かれる彼の杭。道のなかった狭い膣内を、血管の浮き上がる杭が、硬く張ったエラの部分が、容赦なく抉っていく。

「あぁ、ああ！」

　その感覚は、魂ごと引き抜かれるような喪失感に切なさ、そしてたとえようもない快感で――私はビクビクと身体を震わせ、すがるように睦月くんを抱きしめた。

「碧衣。君は僕のものだよ。君をこれから、僕のお嫁さんにするね」

　カフェオレ色の瞳を細めて、睦月くんはどこか酷薄に微笑む。

　その笑顔は綺麗で、魅力に溢れていて、見蕩れてしまう。

　ぎりぎりまで抜かれた楔。彼は腰に力を入れて、勢いよく押し込む。

　できたばかりの隘路を、彼の性器が再び擦り上げる。

「はっ、あ、あああぁっ！」

　身体を反らすと、自分の髪が汗と共にパッと散った。

　睦月くんはそんな私の身体を抱きしめ、何度も腰を引いては押す。激しい抽挿に、私の下半身は切ない熱を孕み、やがて身体全体を火照らせる。

　ぱん、パン。ぐちゅっ。

　リビング内に響くのは性交の音。耳を覆いたくなるほど恥ずかしいやりとり。

　けれども、やがてその羞恥心すら消えてなくなった。

　膣奥めがけて穿つ彼の楔が、隘路を削り、擦り上げる先端が。

　全て気持ち良くて、たまらなくて、頭の中がからっぽになっていく。

「はっ、ぁ、ああっ、ああ！」

「碧衣、あおい……っ、碧衣！」

　何度も私の名を呼び、力任せの抽挿を続ける睦月くんは、余裕のまったくない顔で、時折唇を噛みしめながら私の身体を暴く。

　くちゅっ、チュ、チュクッ。

　私の蜜が溢れて、やけに粘着質な音を立て始めた。身体は震えるばかりで、私はこの身体のうずきがどうしようもできなくて、彼の背中を抱きしめる。

「はあ……っ、碧衣……」

　くちゅ、ちゅっ、ジュク。

　絶え間ない抽挿を続ける中、睦月くんが荒息まじりに優しく声をかけた。

「はっ、あ、ン、睦月、くん……っ」

　互いに汗をしたたらせて見つめ合う。彼の顔に、幼いあの子の面影はいなかった。きっと、彼から見る私の顔もそうなのだろう。

　私達は大人になった。

　お互いに大好きなまま成熟したから、こうして生々しく愛し合っているのだ。

「僕達、一番恥ずかしいところで……キス、しているみたいだね」

　チュクッ、チュ。

　わざと音を鳴らしているのか、浅く腰を動かす睦月くんに、私はカッと顔が熱くなる。

「そ、そういうこと、言わないで……」

「耳まで真っ赤になって、そういうところ、すごくかわいいよ」

　ふふ、と笑って、私と唇を重ねる。そして舌同士を絡ませながら、彼は再び激しく腰を突いた。

「ンッ、んんっ、んぅーっ！」

　口が塞がれてしまい、声で快感を逃せない。

　グチュッ、パン、ジュク、ぱん。

　肌がぶつかる音。絶え間なく零れる愛液。

　結合部が大変なことになっているのは、わかる。けれども、私はそれどころじゃない。

　逃げ場を失った官能が、どんどん身体の中に蓄積されていく。

「ンンっ、ん、ふっ！」

　決壊はあっという間だった。最奥を穿ち、引いては、また貫かんと突き上げる。その強すぎる性感は、今まで性の悦びを知らなかった私には、強すぎる。

「ンンーっ、ぁ、あああぁぁあっ！！」

　たまらなくなって、首を振り、唇を外す。ぎゅうっと睦月くんを抱きしめて、私は声を上げて果てた。

　頭の中がまっしろで、もう、何も考えられない。

「碧衣……っ、ク……っ！」

　同時に、最奥まで杭を突き立てた睦月くんが、低いうなり声を上げて私を抱きしめる。

　子宮口の中まで届かんと貫いた熱い楔から、膜越しに、欲の飛沫が迸った。

　睦月くんもまた、性の頂点に達したのだろう。

　彼は荒い息づかいを次第に落ち着かせて、汗だくになった私の身体を抱きしめる。

「ああ……ようやく、……ようやく、碧衣を、僕のものに……できた」

　うっとりと、夢みるような声の、呟き。

　感極まったという雰囲気だが、私にはどうしても、彼にそこまで思わせるほどの魅力があるとは思えなかった。

　私が持つ、睦月くんの記憶は、あの五歳の約束で一時停止していた。そして二十年後の今日、再生された。

　だからきっと、私の知らない睦月くんがいるのだろう。二十年は長い年月だ。彼が何を思い、これまでを過ごしてきたか、私に理解できるはずはない。

　しかしそれは、彼も同じであるはずだ。私も日本で、彼のいない二十年を過ごしてきたのだから。

　けれどもそれは、これから知っていけばいいし、理解していけばいいのだと思う。

　私はそっと睦月くんの頭を撫でた。彼は顔を上げて、嬉しそうに微笑む。

　――その朗らかな笑顔が、真実でなくて何なのだろう。

　彼が私を信じ続けてくれたように、私も彼を信じればいい。

「迎えにきてくれてありがとう、睦月くん」

　私が言うと、睦月くんは泣き出しそうな雰囲気で、くしゃっと顔をゆがめた。

「ううん――。僕を待っていてくれて、ありがとう……碧衣」

　睦月くんはそう言って、私に口づけた。

　そのキスは、ハチミツを煮詰めたように甘い――優しさに満ちていた。










第二章











　めくるめく、大人の階段を昇ってしまった……。

　会社でボンヤリと天井を見上げる。手元では、自動コーヒーサーバーからブラックコーヒーがマグカップに抽出されていた。

　いや、二十五歳で今更大人の階段かよっ、と自分に突っ込みを入れてしまうのだが、実際に先日の土曜日はそんな感じだった。

　睦月くんと肌を重ねて、その後もなんだかなし崩し的にイチャイチャしちゃって……。

「うお……」

　私はその場にうずくまる。恥ずかしい。この上なく、恥ずかしい。この記憶の蓋は、社内では開けてはいけない！

　泊まっていきなよと誘われたけれど、さすがに再会初日でそこまで図々しくはなれない。私は隠しきれない寂しさを覚えながら、丁重に断ったのだった。

　睦月くんも、それはそれは子犬のようにつぶらな瞳で悲しそうな顔をしたのだが、最後には納得した。代わりに……と言っては何だけど、携帯番号やメール、メッセージアプリのＩＤなどを一通り交換しあった。

「はあ」

　恥ずかしい思い出を振り払って復活し、立ち上がる。コーヒーの入ったマグカップを持ってオフィスルームに戻ろうとしたところ、横から声をかけられた。

「先日はお楽しみでしたねえ？」

　嫌な因を含む言葉だ。しかし聞き慣れた声だったので、振り向く。

　そこに立っていたのは、マイマグカップを手に持つ、間宮だった。

「な、なんの話よ」

　まさか、睦月くんと歩いていたのを見られたとか？　内心冷や汗をかきながら訊ねると、間宮はにんまりと笑う。

「なんのって、今井のことに決まってるじゃん。さっきからボケッとしたりいきなりしゃがみ込んでうめいたり、反応が初々しくてわかりやすいね～」

　私はみるみると真顔になった。何を言っているのだこの人は。あと、段々忘れていた怒りがわき上がってきたぞ。睦月くんに助けられたから良かったものの、私は合コンで間宮に売られたのだ。一番のハズレ枠を露骨にあてがわれたのである。

「本当に何言ってるかわからないよ。今井くんとは何もなかったし」

「えっ……。だって、柏谷が店を先に出たあと、今井がすぐ追いかけたじゃない。てっきりホテルで仲良くしてるのかなって思ってたのに～」

　私はゲンナリとため息をついた。頭も痛くなってくる。

「すぐに別れたよ。しつこく露骨にホテルへ誘うから、最悪だった。間宮、あなたわざと今井くんを私にあてがおうとしてたよね？　店でどんなに助けを求めても全く相手にしてくれなかったし、あなたはずーっと目当ての男と話していたし」

　ずいっと間宮に詰め寄り、非難すると、彼女は露骨に視線をずらした。

「あ、はは……ばれてたのね……」

「ばれるに決まってるでしょ。あんな風にだまくらかして、更にヤリ目的の男とくっつけようとするなんて最悪。もう二度とあなたの誘いには乗らないからね」

「ええーっ！　そ、そんなご無体な。ごめんっ、ごめんって。今回の面子に、大本命の男が来たから私も必死だったんだよ。でも、向こうの幹事が今井だったからさ、どうしても彼好みの女の子を、こっちも用意しなくちゃいけなかったんだよ～！」

　後ろから必死にすがりつく間宮に、呆れてしまう。

　結局自分のことしか考えてないんじゃない。同僚のよしみがあったけど、さすがにもう嫌だ。

「合コンの面子を探したいのなら、もう他に当たって。私はもうできないから」

「そんな～。どうせ独り身なんでしょ？　今回は私も悪かったけど、ワンチャンあるかもしれないじゃん！」

　本当に調子がいい……。間宮は明るくて職場を盛り上げるムードメーカーだけど、人の意思を無視して自分の意思を通そうとするところが嫌なのだ。

　悪い人ではないのだけど、仲良くなりたくないタイプだと言おうか。

　私は「はあ」と息を吐いてから、ぐるりと彼女に振り向く。

　仕方ない。彼と約束してまだたった二日で、こういうことを口にするのは気が引けるけど……。

「私、婚約したの。だから合コンは無理」

「は!?」

　間宮は目を丸くして驚愕した。

「い、いつ、いつよ!?」

「土曜日よ」

「早すぎじゃん!?　え、どういう展開なの!?　ありえない！」

「小さいころに結婚を約束して外国で暮らしていた人が、日本に帰ってきていたのよ。そして今井くんから私を助けてくれて、そのまま結婚の段取りを決めたの」

　淡々と説明すると、間宮は「ええ……」と、引きつった困惑顔をした。

「なに、あんた……そんな人が、いたの？」

「いたから、ずっと彼氏も作らなかったし合コンにも参加しなかったの。あなたが私をだますまではね」

　ジトッと睨むと、間宮は不満そうに唇をへの字に曲げたが、それ以上は何も言わなかった。さすがに私をだまして合コンに出席させたことは、悪く思っているのかもしれない。

「そういうことだから、もう私を誘わないでね」

　私は念を押してオフィスルームに戻る。合コンじゃなくても、もう間宮とプライベートで会う気にはならなかった。

　元々彼女とつきあうたびに私は疲れていたし、これも良い機会だろう。




　山のような仕事を端からやっつけているうちに、就業時間のチャイムが鳴った。

　仕事をきりのよいところまで片付けて、私は自分の肩を揉む。

　デスクワークは、とにかく肩にくるのだ。そろそろ、お気に入りの肩もみリフレに行きたいところである。

　デスクの上を軽く整理していると、足元に置いていた小さな鞄からスマートフォンが着信音を鳴らした。

　私は手早く後片付けをした後、オフィスの人達に挨拶してから廊下に出て、電話に出る。

「もしもし」

『碧衣、僕だけど』

「睦月くん！　どうしたの？」

　顔がパッと綻ぶのが自分でも分かった。どれだけ彼が好きなのだろう。睦月くんの声を聞いただけで仕事の疲れが霧散してしまうほど、嬉しくなる。

『そろそろ仕事が終わったかなと思って電話したんだ。一緒に食事しない？　駅近くにある英国風パブなんだけど、ビールの種類がたくさんあって、料理も美味しいんだよ』

「英国パブ！　行きたい！」

　私は思わず直立不動になって答えてしまった。くすくすと睦月くんが笑う。

『オッケー。じゃあ駅前で待ち合わせしよう』

　私達は約束を交わして、電話を切る。英国風バル……絶対おいしいやつだ……。楽しみすぎてならない。私はそれいけーとばかりにダッシュで更衣室に向かい、手早く帰り支度を済ませた。そして会社を出て、早足で駅を目指す。

　コツコツ、コツコツ。

　七月の後半ともなれば、すっかり気候は夏本番だ。日が落ちたばかりの街はまだ昼の蒸し暑さを孕んでいる。

　汗ばむ背中に、夏の風を感じながら夜の道を歩く。暑いのは好きじゃないけど、今はドキドキと高鳴る鼓動を押さえ込むのに必死で、それどころじゃない。

　すぐ傍に好きな人がいる。ずっと恋していた人が、今は近くに住んでいる。それがとても嬉しい。

　睦月くんも同じ思いを抱いていたらいいなと思いながら駅前にたどり着くと、駅近くにある大きなモニュメント前に、睦月くんがいた。

　ああ、まぼろしじゃない。

　当然のことなのに、その事実がたまらないほど幸せ。

　雑踏の中で見る睦月くんの姿は、一際綺麗だった。浮いていると言ってもいい。さらさらした黒髪は、街灯にてらされて艶めき、整った目鼻立ちは何度見てもため息がでるほど素敵だった。

　この人が、私の、婚約者。

　それだけが妙に実感が湧かない。あまりに釣り合っていないからだろうか。

　少しだけ怯えてしまって、私はなかなか睦月くんに声をかけられずにいた。すると、彼はふいにこちらを向いて――極上の笑顔を浮かべる。

「碧衣」

　彼が私の名を呼ぶと、それだけで、私が特別になれたような気持ちになった。ぱっと私の周りにお花が咲いて、幸せな気持ちでいっぱいになる。

「睦月くん！」

　声をかけると、彼は私に近づいた。ニッコリと笑顔で、私の手を握る。

「お仕事お疲れ様」

「睦月くんもお疲れ様。……スーツ姿、とっても似合うね」

　私が言うと、彼は照れたように頬を染めた。

　紺色のビジネススーツを着た睦月くんは、何というか魅力二倍増しだ。似合うし格好いいし、不思議な色気に溢れていて、こんなの、どこに行ってもキャーキャーと騒がれるのではないかと思う。間宮あたりは絶対にゲットしようと手段を選ばずアタックしそうだ。

「ありがとう。仕事着の碧衣も、凜々しくて素敵だよ」

　チュッ、と軽く額に口づけられた。びっくりして、額を手で押さえてしまう。

「ちょっ！　そ、外でそういうことは……っ！」

「フフ、照れ顔がかわいいね」

　つん、と鼻の頭を突かれた。な、なんだろう。私の周りだけ、やたら生暖かくドロドロに甘い雰囲気に満ちていないか？　気のせいだろうか……!?

　外国暮らしが長かったせいか、睦月くんのスキンシップはとても自然だ。でも、私は全然慣れていないので、カチコチと緊張で固まりつつ、夜の街を歩く。

　やがて睦月くんが話題に出していた英国風パブにたどり着いて、私達はテーブル席に案内してもらい、早速お酒や食事を注文した。

「かんぱい！」

　威勢よく声を出してから、私は冷たいジョッキを口に傾けた。外国産のビールは、爽やかな酸味と軽いのど越しで、気持ち良く飲めてしまう。

「ふーっ、おいしい！」

　満面の笑みでカラになったジョッキを置くと、半分くらい飲んだ睦月くんがおかしそうに笑った。

「なかなかいい飲みっぷりだね」

「だって暑いもん。夏にビールは最強だよね」

　次のお酒は何にしようかと、メニュー表を眺める。するとスタッフが料理を運んでくれて、私はそのまま次のお酒を注文した。

「碧衣とお酒を酌み交わす日が来るなんて、感慨深いね～」

「ホントだね。昔はよく、おままごとはしてたよね？」

「そうそう。碧衣はいつも『お父さん役』をしていて、僕が『お母さん役』をしていたんだ。ふつう逆じゃない？」

「まったくその通りでございますね……。でも、あの頃の睦月くんって、お姫様みたいにかわいかったんだもん。きっと私は、睦月くんのナイトになりたかったんだと思うよ」

　フィッシュアンドポテトの、乱切りポテトフライを口に入れる。揚げたてのポテトフライはとっても熱くて、はふはふっと慌ててしまった。

「ナイト……そうかもね。昔の僕は身体も弱かったし、君のほうがずっと強くて格好よかった。僕は碧衣が羨ましくて、憧れて、こんな風になりたいって思っていたんだよ」

　ナイフとフォークで白身魚のフライをカットしながら、睦月くんが懐かしそうに言う。

「でも今は、僕がナイト役で構わない？」

　私の取り皿にフライを置きながら、おどけた目で私を見る。

　思わず笑ってしまった。

「もちろんだよ。今の睦月くんはとっても素敵で格好いい男の人だもん」

「それは光栄の至り。お姫様」

　ニコニコと睦月くんは言って、自分のフライにモルトビネガーをかける。そういう台詞をサラッといえるのがなんとも外国育ちというか……いや、元々こんな人だったかもしれない。昔から睦月くん、私に甘かったし。

　私も白身魚のフライにモルトビネガーをかけて口に入れた。卵白とビールの衣がさくっと香ばしい音を立てて、ほんのり酸っぱい味わいが淡泊な白身魚と合う。

　ちょうどのタイミングでやってきたビールを飲むと、揚げ物の油がサラッと喉に流し込まれて、私は「くぅ～っ」と目じりに涙を浮かべる。

　おいしい……仕事帰りのビールは最高……。

「ところでさ、碧衣」

「ん？」

　赤身の色が鮮やかなローストビーフを、とろっとしたグレービーソースにつけて食べていると、睦月くんが改まったように話しかけた。

「早速だけど、君のご両親に挨拶したいと思っているんだ」

　こくりと、咀嚼したローストビーフを飲み込む。そしてビールを飲んでから、私は彼の言葉を頭の中で繰り返した。

「なるほど。確かに……結婚ってなると、それは必要なことだよね」

「そうでしょう？　それで、いつにしよう。僕は明日でもいいけど」

「あ、明日はさすがに、平日だからね。うーん、じゃあ次の休みかな」

「わかった。今週の土曜日に決まりだね」

　睦月くんは早速スマートフォンを取り出し、操作し始めた。スケジュールアプリに書き込んでいるのだろうか。

「そんなに急がなくてもいいと思うけどね」

　やけに睦月くんが焦っている気がして、私は笑い混じりで言う。すると彼は少しだけ真面目な顔をした。

「そりゃ、早く結婚したいもの。急いで当然でしょ？」

「う、そ、それは……そうかな。そうかも」

　どうやら睦月くんは、早く私と結婚したいらしい。うかつなこと言っちゃったな。私はちょっと反省しつつ、ビールを飲む。

　するとテーブルの真ん中に焼きたてのミートパイが置かれた。ほかほかと美味しそうな湯気が立っていて、香ばしい匂いがする。

　一気に私のテンションは上がってしまった。睦月くんも笑顔になって、ナイフとフォークでミートパイを切り分けてくれる。

「一緒に暮らして、生活して、今まで知らなかった碧衣のいろんな顔を見てみたいよ。子供だって欲しいし、いっぱいデートもしたい。家で一緒にご飯を作るのも楽しそうだね」

「ああ、それは同感。睦月くんとなら、絶対に幸せな結婚生活になりそう」

　私も睦月くんとの生活を想像する。今は完璧無敵で隙ひとつないように見えるけれど、家で気を緩めたりするのかな。ちょっとだらしない睦月くんも見てみたい。寝ぼけ眼とか……絶対かわいいんだろうな。時々喧嘩もするだろうけど、きっとすぐに仲直りできるはず。

「あ、もちろん、結婚式は盛大にやるよ！　僕にもこだわりはあるけれど、碧衣も結婚式でやりたい事とかあるでしょう？　それに新婚旅行もどこにするかじっくり決めたいし、そのあたりは焦るつもりはないよ。お互いに納得できる形ですすめていこう」

　はい、とミートパイを載せたお皿を私に渡して、睦月くんはにっこり笑顔を向ける。

　私もはにかんで「ありがとう」と礼を言った。

　なんだか再会して早々、百パーセントの愛情を向けられて困ってしまうけれど、これが睦月くんのスタイルなのかもしれない。

　私も戸惑ってばかりいないで、いい加減現実を受け入れなきゃ。

　フォークでミートパイを一口サイズに切ると、おいしそうな肉汁が零れる。はふっと食べると、粗挽きの挽き肉はとても食べ応えがあって、複雑なスパイスがより味に深みを出していた。バターがたっぷり練り込まれた折りパイはサクサクした歯ごたえで、食が進む。

「おいしい！」

　私が心からの感想を口にすると、睦月くんは嬉しそうに目を細めて微笑んだ。
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　来たる土曜日。睦月くんにプロポーズをされてからわずか一週間近くで、私の両親との顔合わせが執り行われた。

『セッティングは僕にまかせて！』

　あの英国風パブで、睦月くんが自信満々に胸を叩いていたけれど……。

「こっ、こんな場所だなんて、聞いてなーい！」

　戸惑う両親を連れた私は身体を戦慄かせた。

　目の前にそびえ建つのは、いわゆる高級料亭。端から端まで美しい日本庭園が広がっており、料亭も威厳のある日本家屋である。

　住所と店の名前だけ聞いていて、その時点で「まさかね」と半信半疑であったが、そこは超有名な料亭だった。政府御用達ってやつだ。私のような一般庶民は一生縁がないような場所である。

「碧衣。ほ、本当に、ここなの？」

「住所、間違えているんじゃないか？　こ、こ、こんな料亭に入れるようなスーツ、お父さんは持っていないぞ……！」

　料亭から少し離れた場所で、両親がコソコソと私に話しかける。

　念のため、私はもう一度スマートフォンで、睦月くんから来たメールを読んだ。住所……店の名前……間違ってない。あのオソロシイ高級料亭で間違いない。

「おおお、おちついて、お父さん、お母さん。だだだ、大丈夫だから」

「思い切り声がどもっているじゃないか」

「どうしましょう。私、こんなワンピースしかなくて……恥ずかしいわ。でもこれ以上の服はなかったし……」

「それを言うなら私だってそうだよぉ！」

　私はぐるっと両親に振り向いて、泣き言を言う。私の着ているワンピースは、大学の卒業コンパに合わせて購入した一張羅だ。これでもバイト代をはたいて購入したお気に入りのセットなのだ。しかし、高級料亭の輝きには全く歯が立たない。なんというか、私達三人は、どこから見ても『場違い』だった。

「ととと、とりあえず、一度、睦月くんに……連絡、して……」

　震える手でスマートフォンを操作しようとしたところで、後ろから「碧衣！」と声が聞こえた。

　すると、高級料亭の玄関から、満面の笑顔の睦月くんがやってくるではないか！

「どうしたの、そんなところに隠れて」

「あ、いや、そのね、睦月くん。ちょっとこれは想定外だったというかね」

「碧衣のお父様お母様、お久しぶりです。僕のこと覚えていますか？」

　焦る私の頭をぽんぽんと撫でつつ、睦月くんが私の両親に微笑みかけた。

「えっ、あ、もちろん、覚えているわよ。  えっと、神木睦月くん、

よね？」

「ぼ、僕は、顔見知りというわけではないけれど、五歳くらいのころだったかな、よく、碧衣と遊んでくれていたそうだね」

　両親が交互に話すが、完全に、睦月くんのキラキラオーラに圧倒されている。その気持ちはとてもよくわかる。

　睦月くんは「はい」と頷き、頭を下げた。

「本来なら、僕がそちらに赴き、ご挨拶しなければならないところを、わざわざここまでご足労させてしまい誠に申し訳ございませんでした。ですが、楽しいひとときになればと思い、ここに一席を設けました。どうぞこちらへ」

　睦月くんがにこやかに誘う。私と両親は互いに目を合わせたあと、おずおずと睦月くんの後ろに続いた。料亭に入った途端、庶民お断りブザーがビーッと鳴ったらどうしようと思っていたが、そんなことはなく、私達は仲居さんに案内されて、部屋にとおされる。

　すると、中には先客が一人座っていた。

　年のころは母と同じくらいの、中年女性だ。しかし中年と称するにはあまりに綺麗な人で、驚いてしまう。

　彼女は私を見て笑顔になり、立ち上がった。その相貌に睦月くんの面影を感じて、ハッと思い出す。

「あなたは、む、睦月くんの、お母様……！」

　私が言うと、母も思い出したのか、「あっ」と声を上げた。

「お久しぶりね碧衣ちゃん。それに碧衣ちゃんママも、お互いに年を取りましたね」

　洗練されたデザインのワンピース。ハイブランドに見劣りしない美しい相貌と、睦月くんと同じカフェオレ色の瞳。

　それは間違いなく、睦月くんのお母様だった。私が突撃したせいで生け垣をダメにしてしまったのに、睦月くんのお母様は初対面から優しくて穏やかで、私と睦月くんが遊んでいるのを、いつも温かく見守ってくれていた。

「僕が碧衣と結婚したいとご両親にご挨拶する予定だと連絡したら、是非自分も挨拶がしたいと言って、急遽日本に帰ってきたんだよ」

　隣にいた睦月くんが説明してくれる。

　壮麗な日本庭園を背景にした料亭の一角。私達は席に座って、仲居さんの配膳を待った。

「そういえば、父さんは仕事？」

　芸術品のような料理の数々が並べられていくのを横目に、睦月くんがお母様に尋ねた。

「ええ。あなたが日本に拠点を移したおかげで、大忙しよ」

「僕のせいにしないでほしいな。おかげで業績が上昇したんだから感謝してほしいよ」

「父子揃って、本当に仕事の虫なんだから。碧衣ちゃん、仕事を理由に睦月があなたを放っておいたら、私に連絡してね。すぐに叱ってあげるから」

「二十五の息子を前にして、子供扱いはやめてください」

　まったく、と睦月くんがため息をつく。いつも余裕に溢れている睦月くんも、母親が相手になると形無しみたいだ。私はついクスクスと笑ってしまう。

　私が想像していたよりもずっと、挨拶の場は和やかだった。高級料亭を前に怖じ気づいていた両親も、睦月くんのお母様の柔和な雰囲気で癒やされたのか、すっかりリラックスしている。

　私達は乾杯を酌み交わして、食事を始めた。

　つるりと味わえるじゅんさいの酢和えから始まって、身の引き締まった刺身に、冷たい茶碗蒸し。夏の季節に合わせた料理はどれも爽やかなおいしさに溢れていて、絶妙にお酒が合う。料理人の計算し尽くした料理は容易に私の心を感動させて、おいしさに舌鼓を打つ。

　メインは、しょうゆとわさびで頂く炭火のステーキだった。網目模様のついた霜降りの肉はミディアムレアで、口に入れた瞬間、甘い脂ととろける歯ごたえで、口の中がかつてない幸福感で満たされる。

「碧衣ちゃん。あの頃、睦月といっぱい遊んでくれていたのに、挨拶もなく突然海外に渡航してしまって、ずっと謝りたいと思っていたの」

　食事を味わっているところで、ふいにお母様が話しかけてきた。私は慌ててお肉を飲み込み「いいえ」と首を横に振る。

「子供心に、なんとなく察していました。睦月くんは何もいわなかったけれど、お体のことですよね？」

　私が言うと、お母様は静かに頷く。

「昔は、あなたに心配をかけたくないと言って、ずっと口止めされていたのだけど、睦月は生まれた時から身体が弱くて、特に運動は、お医者様に止められていたの」

　私は驚きに目を丸くする。

　ずっと家の中にいた睦月くんは、私と出会ってから、少しだけ外で遊ぶようになった。けれど一日三十分と決められていて、しかも庭から出ることは許されなかった。

　おそらく身体が弱いのだろうとは思っていたけれど、そこまでだったなんて。

「でも、夫は諦めずにあちこち助けを求めていてね。やっと外国の病院で治療してもらうことが決まったの。けれど、それがあまりに急で……私達はろくに挨拶もできないまま日本を発ってしまったわ。ごめんなさいね」

「謝らないでください。仕方のないことだと思います」

　我が子の事だもん。必死だったし、余裕もなかったはず。私がお母様を見つめていると、彼女はニコリと笑った。

「睦月は外国で本格的に治療を始めたけれど、最初は辛かったみたい。でも決して弱音を口にはしなかった。私たちに言っていたのは、いつも碧衣ちゃんのことだったわ」

「私のこと……ですか？」

　首を傾げると、お母様は頷く。

「必ず碧衣ちゃんをお嫁さんにするから、治療をがんばるってね。夫が頑固な上に心配性だったから苦労したみたいだけど、夫の会社で結果を出し続けて、ようやく日本に帰ることが許されたのよ」

　そんなことがあったんだ。私が目を丸くすると、お母様の隣に座っていた睦月くんが、くすぐったそうに困った顔をした。

「そういうこと、格好悪いから、息子の前で暴露しないでくれる？」

「あら、自分から言い出せないから、わざと私に言わせているのかなって思ったわ」

　やれやれと睦月くんが肩をすくめる。そんな親子のやりとりが微笑ましくて、私は笑ってしまった。

　とても仲の良い関係なんだ。不思議と嬉しくなる。

　睦月くんは確かに身体が弱くて、治療も困難だったのだろう。だけど今は元気になって、こうしてお母様と笑い合えている。この時間は、とても素敵なものだと思った。

　宴もたけなわ。終始和やかな雰囲気で行われた会席。そこで睦月くんは改まったように姿勢を正して、私の両親を見つめた。

「母が言った通り、僕は昔、とても虚弱な子供でした。しかしこうして身体を治し、手堅い職にも就けたと思います。僕はこの国で、碧衣さんと生涯を共にしたい。幼いころ、孤独だった僕の傍にいてくれた碧衣さんを、この手で守りたい」

　真剣な睦月くんの様子に、両親が慌てて佇まいを正した。

「どうか碧衣さんとの結婚を、許してください」

　睦月くんが頭を下げる。

　……本当に、彼は大人になったんだな、と、なぜかこの時に実感が湧いた。冗談でも何でもなくて、本当に私との結婚を考えてくれているんだ。

　今までは現実味がなかった……と言えば、睦月くんは傷つくかもしれない。

　でも正直なところを言えば、そうだったのだ。睦月くんはあまりに突然、白馬の王子様のようにきらきらと私の前に現れたから。そしてあっという間に婚約を決めてしまったから。

　どうしても心の端で『本気なのかな』と不安がる自分がいた。

　けれど、こうやって場を設けて、私の両親に覚悟を口にしたことで、やっと心から睦月くんの言葉を信じることができた。

　我ながら単純かもしれない。でも、嬉しかった。彼のお母様も外国からわざわざきてくれて、私と話をしてくれて……本当によかった。

　両親は睦月くんの言葉を聞いたあと、互いに目を見合わせた。そして頷く。

「ああ、うちの碧衣を、幸せにしてやってくれ」

　お父さんが穏やかな口調で言って、睦月くんはようやくホッと安堵した表情を見せる。

「むしろ、うちの碧衣にはもったいないくらいだわ。あの小さかった睦月くんが、こんなにも立派な、素敵な男性になるなんてね。きっと、ご両親の教育が良かったのでしょうね」

「……父と母には感謝しています。でも、もったいないなんてことはありません。僕はあの小さかったころから、碧衣さんと結婚したいと決めていましたから」

　そう言って、睦月くんは次に、私へ視線を向ける。

「これまでの人生で、碧衣以上の人はいなかった。僕が心から幸せになれるのは、君の傍だけなんだ」

　まっすぐな言葉に、私の顔が熱くなる。両親も驚いたように「はあ……」とか「ほう……」とか言ってて、非常に恥ずかしい。

「良かったわ、睦月の願いが叶って。これで私もようやく、肩の荷が下りたような気がします」

　睦月くんのお母様がしみじみ言って、みんなは穏やかに微笑み合う。

　それはとても心地の良い時間だった。こうして談笑できる席を設けてくれた睦月くんに、心から感謝したいと思った。
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　とても和やかに執り行われた家族の会席の後。八月の盆を越え、そろそろ職場の雰囲気は秋を意識し始めていた。

　まだまだ気候は真夏そのものだけど、ファッション誌では秋服を取り扱うころだ。職場の話題はもっぱらシルバーウィークで、今日の昼休みも、どこに旅行へ行くとか、実家でゆっくりするとか、そんなとりとめの無い世間話に花を咲かせていた。

「柏谷。ちょっと話があるんだ。来てくれないか」

　唐突に、課長に呼ばれた。

　食堂でお茶を飲んでいた私は「え？」と振り向く。

「ちょっと～、なんかやらかしたんじゃないの～？」

　同僚の輪の中にいた間宮が、私に疑いの目を向けた。

　先月あれだけ怒ったのに、全然こたえた様子もない。

　私が彼女にきつく『もう呼ばれても行かない』と断言してから、彼女はすっかりふてくされてしまい、私に対する態度はきつくなる一方だ。

　八月に入ってからは、何かにつけてチクリと文句を言われている。今みたいな嫌味も毎日のことだ。

　困ったものだ。私は間違ったことは言っていないと思うのだが、こんなに間宮が拗ねるとは思わなかった。

正直言って、私は大分と彼女に疲れている。職場の雰囲気も、彼女が不機嫌なせいでギスギスしているし、勘弁してほしい。

　私は呆れた目を彼女に向け、ため息をついた。

「やらかしてたら、課長の顔がもっと怖くなってるよ」




　そう言って、私は自分の湯飲みを片付けてから、課長の後ろについていった。

　話ってなんだろう。間宮じゃないけど、マジで何かやらかしてたら怖いなあ。

　私がおっかなびっくり歩いていると、課長は私を連れてエレベーターに乗った。そして、最上階まで昇っていく。

　……なぜ最上階？　確かこのビルの一番上って……重役のオフィスが並んでいたような。

　チン、と軽快な音とともに、エレベーターのドアが開く。最上階なんて初めて通された私の身体は、いよいよビクビクと小刻みに震え始めた。

　え、本当に私、何か大変なことをやらかしてしまったのでは……!?

「か、か、か、かちょー、一体ここで、なんの話を」

「――ここだ。柏谷、くれぐれも失礼のないようにな」

　課長が顔を強ばらせて、大きな扉の取っ手を握る。え、なんで課長が緊張しているの？

　『ちょっと話がある』と課長は言っていたけれど、『ちょっと』どころじゃないような。

　ガチャリと観音扉が開く。

　どうやらそこは会議室のようだった。そして、ヒラ社員な私は滅多にお目にかかれないような重役がズラッと勢揃いしていた。

　え、え？　これは、本当に、なにごと!?

　完全に怖じ気づいて、扉の近くで固まる私に、重役の面々がじろっと私を睨む。

「こんな……特徴ひとつない平凡そうな子が、本当なのか？」

「名前を間違えているんじゃないか」

「いや、柏谷碧衣。年齢も住所も合っているはずです」

「同姓同名とか」

「それなら、社長に挨拶など来ないでしょう」

　重役たちは内緒話をしているつもりなのかもしれないが、会議室という密室でヒソヒソ話をされても全部まるっと丸聞こえだ。誰かさりげなく私の悪口言ってない？

　すると、壮年の重役が「エヘン」と咳払いをした。

「資材部の柏谷さんですね」

「あ、はい」

　返事をすると、彼は難しい顔をして、口をへの字に曲げた。

「君が、あの『ピース・バトルクライ』の本社社長、神木睦月と、近いうちに結婚するのですか？」

「へ……ぴーすばとる……？」

　頭の中がハテナだらけになったけれど、睦月くんの名前を聞いて、ポンと拳を打つ。

「あっ、はい。そうです。睦月くん……じゃなくて、神木さんと、結婚を前提につきあっています！」

　思わず正直に答えてしまうと、あたりがどよめいた。

「本当の話だったとは……」

「しかし、こんな平凡な娘が……正直、私の娘のほうが美人ですよ」

「いや、命の恩人と言っていましたからね。相貌は問題外なのでしょう」

「なるほど、なるほど……」

　なるほどじゃないよ？　めちゃくちゃ堂々と私の顔についてこき下ろしているよね？

　自然と不満顔になるのも仕方が無いだろう。むむっとしかめ面をしたところで、課長が「おい」と小声で私の背中を小突く。

　すると、次は頭のてっぺんが寂しい重役が重々しく口を開いた。

「君は、かの企業の名を知っているのか？」

「あ、あんまり知らないです」

「では、神木重工の名は？」

　その名称は小さいころに聞いた気がする。ＣＭや、あと、父が乗ってたバイクもそのメーカーだったような……。

「今は社名を変えているんだ。日本を本社に置き、国内外で多くのシェアを持つ複合企業に成長している。しばらくはアメリカ支社が最も勢いに乗っていたが、最近、日本本社も業績を上げてきている。その仕掛け人とも言える存在が、神木睦月。かの本社の社長だ」

「え」

　自分が思うよりワンオクターブ低い声が出てしまった。何を言ってるのかわからない。むしろ、重役が鬼もかくやという程恐ろしい顔をしているので、引いてしまう。

「今まで、かの企業の取引先は主に海外だったのだが、前任から社長職を継いだ神木さんは、これからは日本企業とも積極的に取引をしたいと申し出てくれたんだ。我が社に！　ピースバトルクライ本社社長自ら！　ご挨拶に来て下さったのだよ！」

「はっ、はぁ……」

　睦月くん……いつの間にウチに来たのだ。全く気づかなかったぞ。まあ、私は華やかな秘書課や会社の花形と言われる営業部ではなく、なんとも日陰な資材部に所属しているので、基本的にオフィスと倉庫を往復するばかりなのだが。

「そして、うちの社長と和やかに談笑されている中で、君の話題が出たのだ。資材部の柏谷碧衣と結婚するとね」

「ちょっ、なんでそんな報告してるの!?」

　睦月くん、何してるの。そんなこと、別に社長に話す必要ないよね？　社長なんて、新年会の挨拶か、社報にある『社長のひとことコーナー』でしか顔を見ないよ？　当然向こう側は、私の顔なんて知らないし、そもそも名前も覚えていないと思う。

「柏谷！」

「ひぇ、はい」

　鬼気迫った重役が立ち上がって、私に近づく。えーともしかしてこの流れは『お前に神木睦月はふさわしくない。即刻別れろ！』とかそういう系？

　だったら悪いけどお断りだ。私がこの会社に就職して三年。それなりにお世話になっていると思っているけれど、さすがにプライベートまで口出しされる謂われはない。

「えっとその、私は、あくまで会社と関係なく――」

「がんばるんだ、柏谷！」

　ガッシと肩を掴まれて、ビクッと驚いてしまう。

　え、何。今、頑張れって言った？

「今や我が社の命運は、柏谷が握っていると言っても過言ではないのだ」

「ええ!?」

　私は思わず声を上げる。もみあげがやたら長くてあごひげと同化している重役の目は真剣で、血走っていた。ちょっと怖い。

「うちは自社製品に力を入れていて、国内ではそれなりにシェアを掴んでいた。しかし、それは昔の話だ。今は安価な類似商品も増え、業績は下降している。何か大きなテコ入れが必要だと、皆で頭を悩ませていたのだ。そんな時に、ピースバトルクライの登場だよ！」

　私の周りに、他の重役もわらわら近づいてきた。おじさんに囲まれてとても嬉しくない。

「かの企業は海外に多くのシェアを持っていて、複合企業ゆえに、多様な業種を取り扱っているんだ。神木社長は、是非うちの商品を海外に発信したいと仰ってくれた。その橋渡しや宣伝は全てピースバトルクライで助力させて頂きたい……と！」

「つ、つまり……多額の宣伝費や、海外取り引きの資金調達をすることなく、うちの商品を世界規模で売ることができる、ということですか？」

　こわごわと私が訊ねると、重役達は一斉に頷いた。怖い。

「どれだけ大がかりな話かわかるだろうか？　更に、現在うちが技術研究している新製品に関しては、おおいに興味を示されてね。実は資金難で開発が滞っていたのだが、それも出資すると仰ってくれたのだ」

「ふ、太っ腹ですね～……」

　睦月くん、どんだけうちの会社に惚れ込んだんだろう……。たしかに、いい商品を作っているという自負はあるけれど。

　私がそう考えていると、重役たちが声を揃えて私に迫った。

「全て、君が我が社に在籍しているゆえ、だ！」

「……え？」

　今日私は、何度「え？」って言っただろう。だって今日は驚くことが多すぎる。

「三年前、うちが君を採用したということを、神木社長は非常に高く評価されたんだ。社長や人事部の、人を見る目があるとね。そして結婚の話を切り出し、近く自分達は結婚するが、是非、我が社とも長くつきあっていきたい、柏谷をよろしく、と仰ったんだよ」

　なるほど……。いや、この会社が私を採用したのは全くの偶然だし、自分自身、大して仕事ができるというわけではないから、完全に睦月くんの買いかぶりなのだが。

　どうしよう。ここまで持ち上げられると、これから先、めちゃくちゃ仕事がやりづらくなる気がする。

「というわけで、だ。柏谷」

「は、はいっ」

「なんとしても神木社長と結婚してくれ。君たちが破綻したら、うちとの話も無かったことにされかねない」

「ま、まさか、そんな。さすがに私情が入りすぎですよ」

「だったら、君たちの婚約がもし破綻して、うちとの取り引きもストップしたら、その時、君はどう責任を取ってくれるんだ？」

「うっ」

　血走った重役の目を見て、私はぶるぶると震える。

　た、確かに、睦月くんに限ってそんなことはしないと思うけれど、絶対とは言い切れない。今の重役にとっては、特にトラブルなく私と睦月くんがゴールインしてくれることが万事オッケーに繋がるのだろう。会社の未来のために。

「わ、わかりました。尽力、します」

　タジタジしながら私が頷くと、重役達は雁首揃えて大真面目に「よろしく！」と頷いた。




　えらい目に遭ってしまった……。

　ようやく重役から解放されて、私はフラフラと資材部に戻る。課長も寿命が十年縮まったような顔をして「頑張れよ……柏谷……」と力ないエールを投げて席に戻っていった。

　中間管理職な課長は大変そうである。

　それにしても睦月くん。ちょっと話を大きくしすぎていないか？　私達の結婚に、会社まで巻き込んだらだめだよ。あとでちゃんと話しておかなきゃ。

　それにしても、驚いたなあ。

　確かに昔から、睦月くんのところはお金持ちだろうと、幼心に思っていた。今から思えば、自転車で遠出したあの住宅地は、いわゆる高級住宅地なのだろう。

　睦月くんの家を含めて、どの家も綺麗で大きくて、庭が広くて、洗練されていた。私の実家がある隣町はなんとも冴えない普通のホームタウンなのだが、まったく雰囲気が違っていたのは覚えている。

　だけど、まさか元神木重工……そして今は、複合企業に成長した大企業の本社社長に納まっているとか、初耳だ。あまりにスケールの違いすぎる話で、全く現実味が湧かない。

　でもあの重役の勢いを見ると、間違いではないだろう。

　私、全然知らなかった。ちょっとお金持ちな幼馴染みと結婚するんだって、そんな感覚で。でもそういえば、前にうちの両親と顔合わせした時に用意された席は、政府御用達と呼ばれる高級料亭だった。

　あの時に聞いておけばよかった。睦月くんの家のこと、彼が今就いている仕事のこと。

　私、睦月くんのこと……本当に、なにも知らなかったんだな。

　ややションボリ気味に仕事をしていると、トントンと肩が叩かれた。顔を向けると、そこには勝ち気な笑顔を浮かべる間宮が立っていた。

「課長の話、なんだったの？」

「ああ……いや、大したことないよ。というか、仕事の話ですらなかったから」

　睦月くんのことは黙っておく。なんとなくだけど、間宮には話したくない。

　考えすぎだとは思うけど、悪い予感がするのだ。

　間宮は、いつも積極的に合コンを開いたり、街コンに参加したりして、日々婚活に精を出している。なかなか難儀しているようで、彼女曰く『私のスペックに見合う男がなかなか見つからない』とのことだ。

　高収入、高学歴、整った顔。これは外せないのだとか。

　それで言うと、睦月くんはガッツリ彼女のストライクど真ん中だ。学歴は知らないけれど、間違いなく睦月くんは頭がいい。きっと海外で良い大学を出ていると思う。

　だから、話したくない。間宮は……多分、相手に婚約者がいるなんて、何の牽制にもならない。ブランド化粧品の限定品、人気アーティストのコンサートチケット、彼女が欲しいと思ったものは手を尽くし、手段を選ばず、必ずゲットしていた。中にはグレーな方法で入手したこともあって、私はたしなめたけど、間宮はいつも通り聞いてくれなかった。それに一度だけ、彼女の自慢話を聞いてしまったのだ。

　恋人のいる男を横取りしたって。相手の女性を小馬鹿にして、目当ての男を手に入れたことを自慢していた。残念ながら、その男性とは長く続かなかったみたいだけれど。

　間宮に関する色々なことを思い出すほど、睦月くんのことは黙っていたくなる。

　私は彼女から背を向け、仕事を再開した。彼女はしばらく私の背中を見ていたようだ。

「まあ、干からびてたところでやっと手に入れた上玉だもの。そりゃ、必死になるよね」

　からかうような口調でポソッと呟く。

　え？　と私が振り向くと――間宮はすでに、自分のデスクに戻っていくところだった。










第三章











　重役に迫られた日の夜、私は早速睦月くんに電話をした。その時点で文句を言ってもよかったのだけど、やっぱり直接言いたいと思って、次に会う日取りを決めようと口にした。

　すると、睦月くんは九月のシルバーウィークで旅行をしない？　と誘ってきた。

　九月にはゴールデンウィークほどではないが、カレンダー次第でそれなりに長い連休になる。社内でも、今はもっぱら旅行話に花を咲かせているし、たまには思い切り羽を伸ばすのも悪くない。そう思った私は一も二もなく了承した。

　しかし、電話を切ってすぐに、自分がとんでもない選択をしてしまったと落ち込む。

　旅行……、旅行って！　わりと大事件じゃないですか！

『栃木に行きたいな。餃子で有名なところがあるんだよね？』

　外国帰りの睦月くんは日本のカルチャーに興味津々のようだ。なんせ幼少期はろくに家から出ることもできず、そのまま海外移住。彼は日本文化に殆ど触れる機会が与えられなかった。彼の、色々なところを見てみたい気持ちはわかる。

　だが……だが！　旅行となれば、色々必要なものがあるだろう。まずは服！　さすがに彼の横を歩くのに、適当なアウトレット品ではダメなことはすでに薄々気づいている。

　あと、お宿に泊まるんだし……下着も……下着!?

　いかん。家にあるのびたパンツは穿けない。すでに一度、かわいげも何もない無地柄のショーツを見られてはいるのだが……あの事を思い出すと恥ずかしくて死んでしまうから、今は忘れよう。

　とにかく！　準備をしなければ！　ならない！

　八月最後の土曜日。私は銀行に駆け込み、貯金を崩した。ブランドの服ってどれくらいするのかな。これくらい……いや、もっといるのかな。ええい、覚悟しろ柏谷碧衣！

　相手は御曹司だ。国内外に多くのシェアを持つ大企業の本社社長だ。スーパーハイクオリティマンなのだ。しかし、私だってやるときはやる女なのだ。

　勢いのまま有り金を引き出したところで『デビットカードで買えばいいじゃん』と思い直し、大金を持ち歩くのは怖かったので、預金口座に入れ直した。手数料を無駄にしただけであった。

　私は意を決して、都心のショッピング街に赴く。

　そこには、店舗を見るだけで尻込みしてしまいそうな程、洗練された雰囲気のブランドショップがズラッと並んでいた。

　今まで、服といえば近所にあるアウトレットモールやネット通販を利用していたので、こういうところに入るのは初めてだ。

　だ、大丈夫。いきなり取って食われはしないはず。あの政府御用達の高級料亭だって入れたんだもの。少なくとも、平民お断りと追い返されたりはしないはずだ。たぶん。

　私はお腹に力を入れて、手近なブランドショップに入った。とりあえず追い出されはしなかった。端のほうでちょこちょこっと服を眺めて、値札をさりげなく探す。だが、値札がまったく見当たらなかった。

　えっ、ハイブランドのショップって、値札ついてないの？　どんだけセレブ専用なの？

　さすがに値札がない服を選ぶのはためらわれて、私はスゴスゴとその店を出た。そして、次のブランドショップに入る。そんなことを繰り返して、ようやく、大変目立たなくはあるが、プライスカードのあるブランドショップにたどり着いた。

　どれも値段は目が飛び出そうになるけれど、値札がないよりはましだ。自分にできる範囲で、気に入った服を探そう。

　私があれこれと見ていると、いい匂いのする女性販売員がさりげなく近づいてきてくれた。私は旅行を控えて新しい服を探していると説明すると、彼女はにこやかに服を勧めてくれる。

「旅行先ですと、何かと歩く機会もあるでしょうし、履き慣れた靴に合わせたコーディネートを考えてもよいと思いますよ」

「履き慣れた靴というと、スニーカーしかないんですけど。ちょっと困るんです。もっと格好いい靴がいいといいますか……」

　なんと言えばいいか分からず、とりとめのない事を言ってしまっても、販売員は笑顔を絶やさない。すごい、さすがプロだ。

「では靴とセットになさってみては？　こちらに靴のコーナーもございますよ」

「わあ！　すごい……！　お洒落な靴がいっぱい！」

「これは、スポーツ用品メーカーとの共同開発で作られた靴です。見た目は編み上げのブーツですが、このように内側の生地が柔らかく、踵も控えめです」

　確かに、見た目はかわいい革のショートブーツなのに、中側を触らせてもらったら、とても柔らかい生地でできていた。これなら長距離を歩いてもつま先や側面が痛くないかもしれない。

「ショートブーツに合わせるのでしたら、ペンシルスカートやハーフパンツ、バルーンワンピースがお似合いですよ」

「わあ、このワンピースかわいい。でも、大人っぽいペンシルスカートも捨てがたい！」

　これは悩む。というか、この販売員さん滅茶苦茶やり手のような気がするよ！　さすがハイブランドショップ。店員の質がいつもの店と全然違う。

「お客様はかわいらしいお顔立ちですし、思い切ってスポーティなコーディネートにしても映えると思いますよ」

　ニコニコ笑顔でナチュラルに褒めてくれる。なんて上手なんだ。ついついその気になってしまうではないか。人のこと平凡だのパッとしないだの好き勝手言ってたうちの会社の重役にも見習ってもらいたい。

　私は非常にいい気分になりながら服と靴、そしてバッグまで選んでしまった。単純にも程がある。でもいいバッグだったのだ！　形はスマートなのに、収納しやすい。通勤にも使えると言われて、確かにと納得してしまった。

　だから後悔はしない！

　私は生まれて初めてブランド品を購入し、支払いを済ませる。ブランドのロゴがついた紙バックに商品を入れてもらって、ほくほく気分で店を後にした。

　うーん、こういう店に縁はないと思っていたけれど、意外と楽しかった。服なんて安物で十分だと思っていたけれど、そんなことはなかった。

　なんだか、服を買うだけでグンと自分がワンランク上の女になれたような気になる。完全に気のせいなのだが……それだけ、充実しているということだ。

　そろそろ、会社で着ているビジネススーツがヨレヨレなので新調しようと思っていたけれど、思い切っていいスーツにしてみようかな。一応夏のボーナスも入ったことだし。

　いやいや、でも、貯金も大事だよね。これでも結婚式を控えているのだし、睦月くんは新婚旅行も行きたいと言っていたし、お金はいくらあっても足りない。

「悩ましいな……」

　紙バックを肩にかけて腕を組んで歩いていると、スマートフォンが着信音を鳴らした。誰だろう？　と鞄から取り出してみると、液晶画面には『間宮』と表示されていた。

　今までの経験から言って、休日に彼女から電話がくると、ろくなことにならない。

　だけど出ないで無視するわけにもいかなかった。休日後に出社して、電話に出なかったことを非難されたり、文句を言われたりしたら、ただでさえギスギスした職場の雰囲気がさらに悪くなってしまう。

　仕方ない、と、ため息まじりに電話に出た。

「もしもし……」

『あ、お休み中ごめんねー。ちょっと相談があるんだけどさ』

　ほらやっぱり。嫌な予感が的中だ。彼女の『相談』は、あまりいいものじゃない。

『前にさ、合コンしたじゃない。あの時の今井がさ、どうしても柏谷に会いたいんだって』

「何言ってるの？」

　思わず声が低くなる。しかし彼女は悪びれない。

『もう一回くらい会ってあげてよ～。すっごい柏谷を気に入っててさ、本気みたいよ』

「本気ならなおさら会えるわけないでしょ」

　ため息まじりに言う。彼女は前にした私の話を聞いていたのだろうか？

「あのね、私。婚約したの。結婚するの。だから男の人に会うわけにはいかないよ」

『それって、神木グループの御曹司、神木睦月のこと？』

　ぴた、と私の足が止まった。

　ざわざわと背中に悪寒が走る。私、ひとことも言ってない。間宮に睦月くんのことは一切話していない。それなのにどうして知っているの？

『彼、一度うちの会社に来たことがあったのよね。たまたま私が取り次ぎしたのよ。その時にちょっと聞き耳立ててね～』

　確かに神木くんはうちの会社に来たことがあった。私は会っていなかったけど、重役がそう言っていたのだ。でも、いつの間に間宮が社長に取り次いでいたのだ。同じ資材課にいるのに、全く気が付かなかった。

「……重役の話を盗み聞くとか、社内モラルに反するよ」

『そんなことどうでもいいでしょうが。あんな上質な男、気にならないほうが嘘ってものでしょ』

　本当に間宮は悪びれない。モラルから逸脱してもマナーを無視してでも、気になったものは何でも首を突っ込み、欲しいものは手に入れるのが間宮という人間だ。

『私がこういうことに鼻が利くって、柏谷も知ってるでしょ』

　笑い混じりに間宮が言う。彼女が言うとおり、私は知っている。でもまさかここまでとは予想していなかった。

『ねえ、できすぎだって思わない？』

「できすぎ？」

　私が不穏を感じて問い返す。間宮の口調は、気をよくしたように機嫌がいい。

『あんたみたいに平凡で、特に家柄がいいわけでもなく、顔だって大したことない、長所がひとつもないような女に、あの御曹司が夢中になるなんてあるわけないでしょ』

　それは明確にトゲのある言葉だった。私は知らず、唇を噛む。

　密かに持っているコンプレックスを、まっすぐに指摘された気がした。

『冷静に考えてみなよ～。重工業から複合企業に急成長して、特に海外で高い評価を貰っているピースバトルクライ。しかも若くして本社社長って男だよ？　柏谷との婚約には絶対何か裏があるんだよ。単なる好きってことは絶対にあり得ない。立場が違いすぎるもの』

　立場が違う。それは言い逃れができないほどの真実だ。

　だから私は何度も自問自答してきた。これは本当のことなの？　彼は本気なの？

　でも、大丈夫であるはずだ。良い家柄のご子息だとか、大企業の社長だったとかは、本人の口から聞いてはいなかったけれど、彼は私の両親にきちんと覚悟を示したんだから。

　けれど確かに、できすぎ、という気はする。

　物事がうまく運びすぎて、怖くなる。油断した途端、足元が一気に崩されてしまいそうな、そんな恐怖がある。

『あのさ、これは忠告だけど。結婚相手は自分の身の丈に合った男にしたほうがいいよ』

　私は黙り込んで、その場に立ち尽くす。

　私は睦月くんの立場にとって、ふさわしい人間ではない。そんなことわかってる。幾度も思った。スペックが合わないって。私にはもったいない人だって。

　でも――。

「身の丈に合う……なんて、どうしてあなたが判断するの？」

　周りで雑踏の音がひしめく中、私はぽつりと言葉をこぼした。

　電話の向こうで、間宮が息を呑む。

「あなたに忠告されるまでもない。睦月くんは、私にはもったいない人だと思う。でも、私は……間宮には、言われたくない」

　目を閉じると、思い出すのは睦月くんの優しい笑顔。

「私の相手は、私が決めるよ。怖い時はある。できすぎだって思う時もある。彼を信じるのが時々――たとえようもなく怖くなる時もある。それでも私は……」

　あの笑顔が。優しい言葉が。嘘だと思いたくない。

　信じると決めたからには、心の中でさえ、彼を疑いたくはない。

　そう、私は決めたんだ。

「あの人を信じるの。それが私にできる、唯一の、彼の愛情に対する誠意だと思うから」

　これから先も幾度となく、睦月くんとの価値観の違いに、戸惑うことがあるだろう。それでも私は、彼の手を取ると決めた。それならもう、迷ってはいけない。

　私が迷うと、彼はきっと、悲しい顔をするだろうから。私は彼を悲しませたくない。

　私の言葉を聞いて、間宮はしばし黙っていた。

　やがて、フンと鼻を鳴らす音が聞こえる。

『……とにかく、もう今井はそっちに向かってるから』

　プツッと電話が切れる。私は茫然として、無音になったスマートフォンを見つめた。

　向かっている……？　一体どういうことだろう。

　答えはすぐにわかった。なんとなく帰巣本能に従って歩き、駅前に到着した時。

　目の前に、今井が立っていたのだ。あの合コンの日と同じ、ニヤニヤした笑みを浮かべて。

「ヨッ」

　手を上げてフランクに挨拶される。だけど私は後ろ足でたじたじと下がった。

「どうして、私がここにいるってわかったの？」

　もしかして後を付けられていた？　一体どこから？　季節は夏だというのに、足のつま先から冷たくなっていく。

　今井はお尻のポケットからスマートフォンを取り出すと、トントンと液晶画面を叩く。

「世の中にはＳＮＳっていう便利なツールがあるんだ」

　ＳＮＳ。それがどういうものかは知っている。私は利用していないから縁はないけれど。

「碧衣の兄を名乗って、妹が家出して男の家を渡り歩き、危険で心配だから探したいと訴えたら、詳しい目撃情報をくれる『善人』がＳＮＳにはいるんだよ」

　私は目を見開いた。

　つまり今井は私の兄と騙って、善意に訴えたのだ。そして私の外見の特徴を知らせて、街を歩く私の姿を目撃した人が、今井に報告したのだろう。

　えも言われぬ悪寒に襲われた。

　やり方次第でいくらでも人物の居場所を特定できる世の中なんて、怖すぎる。

「間宮から色々話を聞いたんだけどさ、御曹司相手に調子に乗ってるんだって？　男なんて基本的に浮気性だぞ。特に金のある男は間違いなく他の女に走る。なんせ余るほど金があるからな」

　私は顔をしかめた。みんながみんな、今井のような男ではない。

「あなたはお金がなくても浮気するタイプでしょ」

　はっきり言うと、彼は肩をすくめた。

「ひでーな。これでも一途なんだけど。今は碧衣に夢中だし？」

「全く嬉しくないし、迷惑です。私に恋人がいなくてもお断りするタイプです」

「そうそう！　そういう風にはっきりものが言えるところがいいんだよな。意志も強そうで、いかにもしっかり者って感じ。実は苦労性じゃないか？」

　まるで以前から私を知ったようなこと言う。確かに自分から苦労を買って出ることは多いけれど、私は特に苦痛だと思っていない。できるところで補い合うのが、仕事のチームワークだと思うからだ。

「ずーっと前から、目を付けていたんだぜ」

「どういう、ことですか？」

「以前、間宮と一緒に同僚の結婚式に出席したことがあっただろ？　俺、新郎側の友人枠にいたんだよね」

　それは今年の六月の記憶。会社の同僚が結婚した時の話だ。間宮がやたらと二次会に誘ったけれど、招待状でもお断りしていた私は出席しなかった。

　結婚式の二次会は、独身同士の出会い場として最適、とどこかの記事で読んだことがあったので、私は行きたくなかったのだ。あの頃だって、心の端には常に睦月くんがいたから。

「式場で碧衣を見つけて、一目惚れだよ。二次会で口説こうと思ったらいねーし。だから間宮に相談したんだ。碧衣に会うためのセッテイングをしてくれって」

「……そういうことだったのね」

　私は低く唸るように呟いた。

　あの、私をだますかのような方法で呼び出した合コン。

　男性側の幹事が今井だったと間宮は言い訳していたけれど、違う。あの合コン自体が、ふたりの企みだった。私と今井を会わせるための茶番だったのだ。

「しっかり者だけど男日照りだから、強引にでもホテルに連れ込めばヤラせてくれるって間宮は言ってたんだけどな。邪魔が入るとは思わなかったよ」

　ヘラヘラした笑みで今井が言う。

　――そんなこと、言っていたんだ。私はぎゅっと拳を握った。

　ここまで言われたら、もう確信せざるをえない。間宮は私のことが嫌いなんだろう。だから、いかにも遊び人で性にも緩そうな、この男を私にあてがおうとした。

　私が今井に絆されて関係を持ったら、面白おかしく話を誇張して、会社で噂にするつもりだったのかもしれないと、そんな悪意を確かに感じた。

　ひどい。間宮は面倒くさいところはあるけれど、悪意はない人だと思っていた。ただ、空気が読めなくて自分本位な女性なのだと。

　けれども、その認識は違っていたのだ。

　彼女には悪意がある。ただ、私にあえて『空気の読めない自由奔放な女』というスタイルを見せていた。悪意を見せたら私が距離を取るとわかっていたから。

「なあ、御曹司なんてやめておけよ。泣きを見るのは碧衣だぞ？」

「そんなことない。それに、あなたには関係ないことよ」

「いや、碧衣」

　グイ、と肩を掴まれる。びくりと私は震えた。

「お前マジで、神木グループの御曹司に好かれてるなんて思っているのか？　さすがにドン引きだわ。どんだけ自意識過剰だよ」

　迫力のある表情で凄まれて、私の顔がこわばる。

「そんな価値あるわけねえだろ。遊ばれてるんだよ」

　至近距離でハッと鼻で嗤い、私のおでこをピンと指ではじく。

「痛っ」

「いい加減目を醒ませ。金持ってるヤツってのはな、持ってねえやつをオモチャみたいに思っているんだ。飽きたらポイ。ゴミ扱いだよ」

　ハハハ、と私をバカにしたように笑う。

　わなわなと私は拳を震わせていた。

「お前みたいな平凡で取り柄もない女に熱を上げるわけがない。だから俺にしておけよ」

　ぐいっと手首が握られた。その瞬間、私はカッと怒って乱暴にその手を振り払う。

「いい加減にして！　睦月くんはそんな人じゃない！」

　人をオモチャにするとか、ゴミ扱いとか、そんなひどいことをする人なわけがない。

　それに私が平凡だから彼に遊ばれている？　とんだ言いがかりだ。

「睦月くんのいいところを何も知らないあなたが、どうして睦月くんを語るの？　私はこれでも納得してる。釣り合わないのは十分理解してる。それでも！」

　駅前で大声を出すなんて、普段の私なら絶対できない。通りすがりの人達は私達をチラチラ見ているし、目立つことこの上ない。

　でも、もう我慢の限界だった。

　自意識過剰。そうかもしれない。平凡で取り柄もない女、確かにそうだ。間宮にも言われた。私は睦月くんに比べたら何も特別なものは持っていない。私と結婚することで、睦月くんが得るメリットは何一つない。

　けれども、私は睦月くんを信じたのだ。周りが笑ってもいい。釣り合わないとバカにしてもいい。どんなに愚かだと言われても、私は……私だけは。

　あの五歳のころにした、かわいい口約束を守りたい。

　二十年経って、子供の私では気づかなかった様々な現実を知った。

　家柄の違い。経済力の格差。見た目の違い。コンプレックスも感じたし、私が彼と結婚することに、抵抗を感じなかったわけじゃない。

　でも、睦月くんのあの目は裏切りたくない。

　カフェオレ色に染まる、優しくて穏やかな、私の大好きなあまい色。

　私を愛していると何度も口にして、両親にも真摯に挨拶をしてくれた。彼のお母様は、私達の仲を祝福してくれた。

　あの全てが嘘であるわけがないし、睦月くんが私をだますこともあるわけがないのだ。

　私が今井を睨み付けると、彼は私を小馬鹿にしたように笑う。

「哀れなもんだな。玉の輿ってのはそんなに魅力的か？　結局碧衣も、金と顔か」

「好きに言えばいいよ。私は今井くんに、私と睦月くんのことを理解してもらおうなんて思わない。そう思いたいのなら、思えばいいよ」

「へえ、言うじゃないか。じゃあ間宮が、会社で碧衣のことを好き勝手に吹聴しまくっても関係ねえよな？」

　私の顔が驚愕に変わる。

　……そこまでする？　いや、しかねない。会社で睦月くんを見たのなら、彼女は私から彼を奪い取るのに手段を選ばないだろう。

　以前、恋人のいる男を奪い取ったという『武勇伝』を話していた間宮を思い出す。

　けれども、私はどうしたらいいのか……。

　私は眉間に皺を寄せた。

　いや、関係ない。会社でなんと言われても構わない。

　私を迎えるために、外国から帰ってきてくれた睦月くん。長い年月を越えて、私と交わした約束を信じていてくれていた。

　だから、彼を悲しませるくらいなら、私が傷つくほうがいい。

「好きにしたら……いい」

　ぽつりと呟く。さすがに驚いたのか、今井が目を見開かせた。そして憎しみすら籠めて私を睨み、スマートフォンを取り出す。

「ああ、そうかよ。こんなにバカな女だとは思わなかった。ガッカリだよ」

　望み通りにしてやると、彼はスマートフォンを取り出した。

――その時、ふわっと甘い匂いがした。

　嗅ぎ慣れたフレグランスの香り。優しいカフェオレのような、私の好きな匂い。

「ああ、嬉しい……碧衣。そこまで僕のことを想っていてくれたんだね。でも、君が犠牲になることはない。僕が守ってあげるからね」

　ぎゅっと抱きしめられて、強ばっていた私の身体はみるみると弛緩していく。

「む、睦月くん！」

　振り返るとそこには、いつもと同じ笑顔の睦月くんがいた。

「やっと見つけた。まったく……碧衣は小さいころから、かくれんぼが好きだったね」

それは奇しくも彼と再会したあの日と同じ。今井にしつこくされて助けてもらったあの日を思い出す。

「またお前かよ」

　同じことを考えたのか、今井がゲンナリした顔をした。

「一体ここを、どうやって嗅ぎつけたんだ？　まさか俺と同じ方法って言わないよな」

「お前がどんなゲスな方法を使って碧衣を見つけたのかは知らないけれど。僕は碧衣の匂いを辿れるんだ。鼻が利くからね」

　おどけたように笑って、睦月くんは自分の鼻をツンツンとつついた。

「え？　それ、冗談だよね？」

　私は、思ったよりも引いた声を出してしまった。だって……睦月くんが言うとしゃれにならないというか、本当に匂いを辿ってもおかしくないと思ってしまったのだ。

　しかし今井は睦月くんの言葉を悪ふざけだと思ったのか、軽く鼻で嗤う。

「はっ、どうでもいいさ。いい機会だからはっきり聞かせてもらうが、碧衣のどこがいいんだ？　こんな、そのへんにいる平凡な女、つきあっても、なんのメリットもないだろ」

　すると、睦月くんは私の肩に手を置き、穏やかな笑みを浮かべた。

「メリットがなければ、好きな女性と結婚してはいけないのか？」

「俺の質問に答えろよ。今は何人囲って、こいつは何番目の女なんだ？」

　ニヤリと今井がいやらしく瞳を細める。

「僕には、碧衣しかいないよ。はじめからそうだった。でも、お前はわからないだろうね」

　ぎゅ、と睦月くんは私を抱き寄せる。

　私達の絆は、あの幼少の頃から始まっていた。

　たかが幼馴染み、されど幼馴染みだ。

　あの頃に結んだ私達の縁は決して切れないもので、どんなに年月が経っても忘れることはなかった。それがあっての、今なのだ。

　私も睦月くんも、愚直に約束を守り続けたから――一緒になれた。

　それを部外者に理解しろというのが間違っているだろう。だから理解されなくていい。私達だけが、お互いを信じていればいい。

「なんだよ馬鹿馬鹿しい。碧衣みたいないかにも男慣れしていない女は、適当にヤリ捨てるくらいが丁度いいんだ。お前が現れたせいで俺の段取りは滅茶苦茶。気分が悪くて反吐が出る」

　柄悪く唾棄する今井に、私は顔をしかめた。

　やっぱりヤリ捨てるつもりだったんだ。何が一途だ。今井も、そして間宮も許せない。

　大体みんなして、私を平凡だの取り柄がないだの、バカにしすぎじゃないだろうか。

　確かにその通りだけど、人に言われると腹が立つというか。自分達だって特別でもなんでもないのに、どうしてそこまで言われなきゃいけないんだろう。

　私が黙ってムカムカしていると、ふと、睦月くんが黙っていることに気が付いた。

　どうしたんだろう？　私が顔を横に向けると、睦月くんは優しい顔を一変させて、冷たく今井を睨み付けていた。

「二度はないと言ったはずだ」

「あ？」

　完全にけんか腰の今井に、睦月くんは冷淡に言い放つ。

「碧衣の名を気安く呼ぶなと、言ったはずだ。二度と触れるなともね。お前はどちらも守らなかったな」

　はあ、とため息をつく。その時、睦月くんのスマートフォンが鳴り響いた。彼は静かに懐から取り出すと、通話を始める。

「なに？　ああ、その話ね。いいよ、例の人事で進めてくれる？　大丈夫だよ。独身だし、若いからね」

　短く指示をして、睦月くんはスマートフォンを切った。

「な、なんの話をしていたんだ」

　今井が訝しげに訊ねる。睦月くんは軽く彼を見やった。

「今お前に説明しても意味のない話だよ」

　淡々と言い放ち、睦月くんは私の肩を抱いたまま、くるりと今井から後ろを向く。

「さ、帰ろう、碧衣」

「え、でも……」

「悪い虫はちゃんと僕が駆除してあげるから、君は何も心配しなくていいよ。これからは僕が碧衣を守るって決めたんだからね」

　ニッコリと微笑み、睦月くんが歩く。つられるように私も歩き出して、チラと後ろを見た。

　今井は、私達を親の敵のような目をして、睨んでいた。
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　数日後――。

　私の周りに、少しの変化があった。

　それは突然の出来事で、私はもちろん、資材部の同僚がみんな驚いた。

「へ、ヘッドハンティング？」

　休憩中、コーヒーを飲みながら、私は目を丸くした。

「そう。海外の会社に引き抜かれたみたいで。きっと条件が良かったんでしょうけどね」

　同僚が呆れたように言った。

「挨拶もなくいきなり会社を辞めるとか、社会人としてどうかと思うよ。引き継ぎもしてないし。柏谷は二課だけど、間宮がいた一課は、今大慌てなんだから」

　それは確かに……迷惑な話だ。

　私が会社で聞いたのは、間宮が突然会社を退職し、海外へ転職してしまったという寝耳に水の話。

「間宮は自分勝手なところがあったからね。最後まで人に迷惑かけっぱなしだったな」

「キャリアアップになりそうな仕事とか平気で横取りしてたもんね」

「そうそう。あと、関係ないところでも首突っ込みすぎっていうか、勝手にリーダー気取って口出すところあったよね」

　本人が辞めたせいか、みんな言いたい放題だ。私と同じく、色々とフラストレーションを溜めていたのだろう。

「まあでも、しばらくの混乱は仕方ないとしても、いいんじゃない？　私、あの人嫌いだったしさ～」

　その一言をきっかけに、同僚という同僚が「私も！」と同意し始めた。

　う～ん……これはこれで、ちょっと間宮が不憫なような。確かに、引き継ぎもなく突然辞めるなんて、社会人としては失格レベルだと思うけど。

　そして、間宮の退職話を聞いた少し後、私は人づてに新たな事実を知ることになる。

　今井もまた、南米の海外支店に出向することになったのだと。




「……と、そういうわけでね。びっくりしたんだよ」

　間宮と今井が揃って海外に行ってしまったことを、私は早速睦月くんに報告した。

　旅行雑誌をぱらぱらとめくりながら、睦月くんは気のない様子で「ふぅん」と相づちを打つ。

「よかったじゃない。どっちも、碧衣が困っていた人なんでしょ？」

「ま、まあ……日本にいないっていうのは安心するけどね」

　睦月くんのマンションのリビングで、爽やかなアイスレモンティーを飲みつつ、私は同意する。

　正直なところ、間宮と今井が日本を去ってくれたのは、本当に助かった。

　ふたりとも人の話を聞かないし、自分の意思を無理矢理押し通そうとする。さらに手段まで選ばないとなれば、間宮も今井も、何をするか全く想像できなくて、怖かった。

　今井はＳＮＳで私の個人情報を晒し、場所を特定しようとするし、間宮は社内で謂われのない噂を広めそうなふしがあった。

　さすがにそこまでしないだろう……と信じたい気持ちもあるけれど、同時に、やりかねないと考える自分もいて、しばらくの間は不安だった。

　だから正直に言えば、ホッとしている。

　けれども、同時に疑問もある。さすがにタイミングが良すぎるんじゃないかという、疑惑だ。

「ねえ……睦月くん？」

「ん？」

「前、今井と会った時に、電話で人事がどうとか話していたでしょ。あれってもしかして、彼のことを指示していたの？」

　もしそうだとしたら、それはいけないことだ。会社の采配を、個人の感情で動かしてはいけない。

　すると睦月くんはニッコリと笑顔を浮かべた。

「まさか。僕にそんな権限はないよ。何より、彼と僕は、勤めている会社が違うでしょ？」

「じ、じゃあ、あの意味深な電話は何だったの？」

「あれはたまたま、部下から電話がきたんだよ。ずっと前から人事に関する相談を受けていたんだ。内容を尋ねた今井にも言ったでしょ？　説明しても意味が無いことだって」

　そう言われてみると、そんなことを言っていた。

　どこか意味深な会話だと思ったんだけど、気のせいだったのかな？

「そっか……。休みの日まで仕事の電話を取らなきゃいけないなんて、大変だね」

「役職持ちの休日なんて、有って無いようなものだからねえ」

　のんびり答える睦月くんに、私はハッと言うべきことを思い出す。

「そうだ睦月くん！　ずーっと言うタイミングを逃していたけれど、私、会社で睦月くんが大きな会社の社長って知って、びっくりしたんだからね!?」

　ずいっと迫ると、睦月くんは困ったように眉を下げつつ、微笑んだ。

「驚かせてごめん。でも、君に直接言うのは恥ずかしくってさ。なかなか言い出せなかったんだ」

「……どういうこと？」

　思わず首を傾げる。睦月くんは照れた様子で顔を赤らめ、後頭部をカシカシ掻いた。

「元を辿ると、うちの会社は曾祖父が興したものだ。僕が社長になったのは、日本を拠点にしたい僕の意思と、神木グループＣＥＯである父の都合が合致したからだ。前から父は、身内に本社を任せたいと思っていたからね」

「な、なるほど」

　実はあまりよく理解できていないが、私は頷く。

「つまりさ、僕が自分の力で会社を設立した上での社長なら、違うのかもしれないけれど、実際のところは父の下につく役員に過ぎないんだよ。あらかじめ決められていた椅子に座っただけだ。そんなの、胸を張って言えることじゃないでしょ？」

「そうかな？　どんな形でも、ひとつの会社の代表者になって、しかもちゃんと業績を上げて結果を出しているなら、充分誇れることだと思うよ」

　私がそう言うと、睦月くんは優しく笑って、私の肩を抱き寄せた。

「ありがとう。君がそう言ってくれるだけで、僕は自分の努力が報われたと思えるよ」

「だ、だから……いちいち大げさなんだってば」

「そんなことない。みんな僕の本心だよ。それにさ、僕と碧衣に限っては、そういう社会的地位とか、関係ないでしょう？」

　そっと顎を摘ままれて、私は睦月くんを見つめる。

　確かに彼の言うとおりだ。私は睦月くんがどんな立場に立っていようと、好きで居続けたはず。会社で重役に囲まれた時に睦月くんのことを聞いた時は驚いたけれど、それで離れようとは思わなかった。

「そうだね」

　社会的な立場の前に、私達は幼馴染みだ。ただの子供だったあの頃に絆を結び、将来を誓いあった……それだけの関係に過ぎない。けれども、私達の関係を指し示すものが他にないからこそ、私は迷いながらも睦月くんと共に生きる決意をして、彼もまた、私を迎えにきてくれた。

「ほら、一緒に見よう。連休の旅行、楽しみだね」

　わくわくを隠しきれない子犬のように、カフェオレ色の瞳を輝かせて睦月くんが私の肩を抱き寄せる。

「うん！　久しぶりに羽を伸ばせそう。おいしいもの、いっぱい食べようね」

　私が笑顔を向けると、睦月くんは優しく目を細めた。

　そしてふいを突くように、軽く唇にキスをする。

「愛しているよ、僕の碧衣」

　それは胸がドキドキするほど色艶のある低い声。私の顔に熱が上がる。

　こういう、恥ずかしい言葉をサラッというところ、本当に慣れないけれど……。

　睦月くんと一緒なら、きっと幸せになれる。その確信だけは、心に満ちていた。

　九月にさしかかる頃は、まだまだ根強く、けだるい残暑がある。

　しかし、私と睦月くんの周りだけは、まるで爽やかな秋の匂いを感じて――ふたりを包む空気は、いつまでも心地良かった。










番外編











　――幼いころ。僕が知る太陽の光は、四角い形をしていた。

　だだ広い部屋にある、四角い窓。そこから差し込む光が、僕の世界の太陽だったのだ。

　自分の置かれている環境が特殊であると薄々気づいていたけれど、憎しみさえ覚える虚弱な身体が『無駄だ』と冷たく言う。

　だから僕は、つまらない運命を受け入れていた。諦めていた。

　あの日あの時、彼女が庭に飛び込んでくるまでは。





◆　◇　◆






　シルバーウィークの初日は快晴。爽やかな秋晴れはまだ夏の匂いを残していて、半袖でも十分な気候だった。

「うわぁ～本当に餃子屋さんばっかり！」

　碧衣が目をきらめかせて、街中を眺めている。

　僕達は連休を利用して栃木を訪れており、最初に到着したのがここ、宇都宮だ。

「そこでチラシを貰ったよ。このあたりの餃子屋さんを網羅したマップもあって、便利だね」

「わ、見せて！　うわ～滅茶苦茶ある……！　でも、違いがわからないね……」

　チラシに載っている様々な餃子を眺めながら、碧衣が難しい顔をした。僕は笑って「そうだねえ」と同意する。

「人気があるところは、ここだったかな？」

　事前に調べておいたネットの口コミを思い出しつつ、チラシをトントン叩く。

「ふうん。ここから歩いて行けそうだね」

「行ってみようか？」

「うん！」

　にっこりと笑う碧衣がまぶしくて目を細める。僕は彼女と手を繋ぐと、早速店に向かって歩いた。

　永遠に続けばいいと思うほど、穏やかな日々。

　今の僕は、かつての自分が夢みた未来そのものだ。つまり僕は夢を実現させたのだろう。

　達成感があるかと言われると、難しい。仕事をやり遂げて得るような感慨深さとは違うのだ。けれども、碧衣を手に入れてからは、今までの人生にはなかった大きな安心感に包まれている。

　そうか、やっぱり。

　僕はこれが欲しかったんだなと、再認識する。

　穏やかで、小春日和のような温かい日々。継続性のある幸福。なんでもない日常。となりには大好きな碧衣がいて、僕を見つめてくれる。

　幼いころから望んでいたこと。碧衣が傍にいること。

　その幸せを噛みしめて、僕はこれからも生きていくのだろう。彼女と共に。




　――生まれた時から、僕の身体は虚弱だったらしい。

　生まれても、すぐに母の手に抱かれることはなかった。保育器の中でしばらく命をつなぎ止め、ようやく親の手に渡ったかと思えば、すぐさま入院となってしまった。

　そんな赤子だったから、両親が極端に過保護になってしまったのは仕方が無い。かかりつけの医者から、激しい運動や長時間の外出を禁じられたこともあって、僕の幼少時代は殆ど家の中で過ごしていた。

　父は都心にある曾祖父の会社を継いで経営していたが、神木グループを統括する立場になったのをきっかけに、都心よりも空気の綺麗な避暑地に住まいとオフィスを移動させた。母は引っ越しを喜んでいたが、僕は何の感情も湧かなかったことを覚えている。

　だって、僕の世界は、都心でも田舎でも同じだ。

　僕に許された自由は、四角く切り取られた広い部屋だけ。四角い窓から差し込む太陽を見て、夜になると瞬く星を数える。

　僕が唯一楽しかった時間は、本を読むこと、空想することだけだった。

　身体が弱いのなら、せめて想像で世界を切り開くしかなかった。そうしなければ、弱い僕の心はたやすく壊れて、この首にナイフを刺していたかもしれない。

　監禁にも似たこの生活が楽しいはずがない。両親は優しく、何不自由ない生活だったとしても、それは檻も同然だ。この憎たらしい虚弱な身体であるせいで、僕は生涯こんな生活を強いられるのかと思うと、胸が張り裂けそうになった。

　そんな時――。彼女が現れたのだ。

　事件は、僕の大好きな冒険譚を読んでいた時に起こった。

　ドカン！

　丁度物語の中で、悪の教授が発明した爆弾が爆発したところだったので、僕は一際驚いてしまった。

「うわぁっ！　な、なに？」

　立ち上がって窓に近づく。そこは、毎日見ても何の代わり映えのない、つまらない景色が広がっているはずだった。

　けれども、僕がこの屋敷に住み始めて二年経ち、初めて違うものを見た。

「おんなの……子？」

　庭の生け垣に、女の子の首がにょきっと生えている。まるで今読んでいる物語に出てくる、悪の教授が作った『なまくびオバケ』みたいで、目を見開いた。

　しかし生け垣に生えてきた女の子はぱちぱちと目を瞬かせると「うーっ」と唸って、しかめ面をする。そして懸命に生け垣を揺らして、やがてバキッと威勢のいい音がした。

　傷だらけになった女の子が、自転車に乗ったまま、壊した生け垣から入ってくる。

「あー……」

　自分が何をやったかはわかっているのだろう。壊した生け垣を目にして、女の子が泣きそうな顔をした。

　僕は思わず部屋を出て、母を呼んだ。母は話を聞いて驚きつつも、僕と一緒に玄関を出る。

　――目一杯に広がる太陽。四角くない明るい光の下、彼女は茫然と立ち尽くしていた。

「……ご、ごめんなさい」

　ツインテールの髪の毛に小枝がひっかかった状態で小さく謝る女の子。

　母は、女の子に骨折や捻挫がないか確かめたあと、救急箱を持ってきて、彼女の傷を手当てした。やがて女の子が胸につけていたワッペンの裏に電話番号が書かれていることに気づいて、電話をした。僕はその様子をずっと後ろから見ていた。

　しばらくして、女の子の母親が車で飛んできて、頭を下げて平謝り。女の子も一緒になって何度も謝っていた。

　でも、僕があまりにずっと女の子を見ていたからか、その子は、僕に視線を向けたあと、話しかけてきた。

「ねえ、おめめがとっても綺麗だね」

　彼女の母親が慌てて叱った。けれども――。

「君はどうして、そんなに傷だらけなの？」

　僕は最初に思った疑問を投げかける。すると女の子はニカッと白い歯を見せて笑った。

　それは僕がずっと憧れていた、太陽みたいな明るい笑顔。

　――心ごと、ごっそりと持って行かれた。

「わかんない！　いつも走り回ってるからかな」

　その出会いをきっかけに、僕達は自己紹介をして仲良くなった。僕が屋敷から出られないと言うと、碧衣はまったく嫌な顔ひとつせず、毎日屋敷に通ってきてくれた。

　母親から三十分だけ外で遊ぶことを許されて、その時間は僕にとって宝物になる。

　幼稚園に通っても運動は許可されず、ずっと教室で本を読んでいた。他の園児は僕を遠巻きに見ていたし、先生は腫れ物を扱うような態度で、そんな僕に仲の良い友ができるはずもなく……僕は常にひとりだった。

　両親も、そんな僕が不憫だと思っていたのかもしれない。

　けれども、碧衣との出会いは、僕に大きな変革をもたらした。医者でさえ匙を投げかけていたのに、僕の虚弱な体質は、改善の兆しを見せ始めたのだ。

　病は気から、という言葉も、あながち嘘ではないのかもしれない。それとも、碧衣のありあまる元気な生命力が、僕にも少しうつったのかな？　そうだとしたら嬉しい。

　やがて父は、かかりつけの医師と相談したあと、僕にひとつの提案を示す。

　――それが、海外移住だった。僕の虚弱体質は、複数の病を抱えているからだという。それをひとつずつ治療しながら同時に体力もつけて、健康的な身体を手に入れる。治療期間は十年を超えるほどの長期にわたる予定で、一度渡航したら簡単には日本に帰れない。

　僕は覚悟した。

　だって今のままじゃ、僕は絶対に碧衣を手に入れることができない。虚弱な身体では碧衣を守ることもできないし、ろくな仕事に就くこともできないだろう。

　僕には健康な身体が何よりも必要なのだ。だから僕は、碧衣と大切な約束をして、海外に移住した。

　一切の手紙を出さなかったのは、つまらない意地を張っていたのかもしれないし、あるいは願掛けをしていたのかもしれない。

　治療は、想像していたよりも辛いものだった。数回の手術と、継続する投薬。副作用に苦しみながら、それでも体力をつけるためのトレーニングは欠かせない。

　母は心配して、何度も「やめていい」と言ったが、僕は諦めたくなかった。

　何より、碧衣に再び会いたかったから。彼女の隣に立つにふさわしい男になって、約束を守りたかった。それを母に言うと、僕の硬い意志に驚いたようだった。

「碧衣ちゃんは、睦月にとって……本当に大切な女の子になっていたのね」

　その時点で、母は僕を応援していたのだと思う。僕が身体を治し、碧衣を迎えにいって、結婚するという夢を叶えることを。

　そうして僕は、身体を治しながら勉学にも励み、飛び級で大学を卒業して、父の会社に入社した。そこで僕は慎重に、かつ確実に実績を収めていって、ようやく身体も完治し、父から帰国許可を得たのだ。
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　テーブルにずらずらと並べられた皿の上には、餃子がきらきらと油を光らせて鎮座している。

「わぁ～壮観だね。お店で注文する料理が餃子オンリーって初めてかも」

　ぼんやりと過去を思い出していた僕は、はしゃぐ碧衣の声を聞いてすぐさま現実に戻った。

「確かに。普通の中華料理店なら、餃子以外も頼むからね」

　おしぼりで手を拭きながら言うと、碧衣も同じように拭きながら「そうだねえ」と頷く。

「でも、色々なお店の餃子をここでいっぺんに食べられるなんて、便利なお店があってよかったよ～！」

「ちゃんと店ごとの餃子の特徴も説明文にあるから、食べ比べの参考になりそうだね」

　さっそく、説明文をふたりで確認しながら、ひとつずつ餃子の味を確かめてみた。

「んっ、おいしいね。……でも、餃子だね」

「そりゃ、餃子だもんね」

　基本的に、豚の挽き肉とニラ、キャベツか白菜。ニンニクが入ってるか否か。味の違いといっても明確な差はない。どれも間違いなく餃子の味だ。

「う～ん、すっごく美味しいけど、説明を読んでも味の違いがよくわからないね……」

　首を傾げながら、ぱくぱくと食べ進める碧衣に、僕はくすくすと笑う。

「いいじゃない。こういうところで、ご当地のものを食べるのが楽しいんだから」

「それもそうだね」

　碧衣は素直に頷いて、残りの餃子をパクッと食べるのだった。




　食事を済ませたあとは、目的地である温泉旅館まで車で向かう。ビルの林立する街中を越えると、そこはのどかな田園風景が広がっていた。

　休憩がてら、途中で珍しいミュージアムやギャラリーを訪れて、緑豊かなガーデンを望むカフェで紅茶を楽しんだ。

　旅館に到着する頃には午後三時を過ぎていて、僕達はチェックインの手続きを済ませたあと、仲居の先導で部屋に案内された。

「う、わあ……！」

　碧衣が歓声を上げて、きょろきょろと辺りを見回した。

「ここって……離れ？」

「そうだよ。そのほうがゆっくりできるかなって思ったんだ」

　宿は僕の独断で決めた。碧衣は何度が「私も選びたい……」と言っていたのだが、ここだけはサプライズがしたいとお願いして、わがままを通したのだ。

　離れは平屋建ての日本家屋。室内設備は充実していて、ミニキッチンもある。カクテルを作る器具やリキュール類も揃っていて、知識があれば作ることもできる。

「わあ、すごい。寝室とリビングが別なんだ」

　あちこちの部屋を見て回る碧衣は、かわいい犬みたい。リビングのソファに座って、碧衣を見つめる。

　こんな風に、碧衣とのんびり旅行をして、地元の料理を口にして、はしゃぎあう。

　それは僕にとって、奇跡にも等しい当たり前の日常だ。

　この時を実現させるために、日常がどんなに苦しくとも、夢を見た。

　父から許しを得て、日本にある本社経営を継ぐ名目で帰国したと同時に、僕はあらゆる手を使って碧衣を探した。

　そして現住地まで特定し、彼女の元に行く。妙な男に絡まれていたが、僕は無事に碧衣との再会を果たし、婚約を取り付けて、そのまま身もつなげた。

　……焦っていたのか、と言われたら、そうなのだろう。二十年ぶりに彼女を見た瞬間、自分が止められなかった。

　はやく、はやく、自分のものにしたい。

　なぜなら僕は、この日のために、今までを努力していたのだから。

　ごほうびが欲しい。宝物が欲しい。目の前にある夢を、叶えたいと――。

　正直なところ、二十年という長さの中で、碧衣の心代わりを疑ったことがない……とは言い切れなかった。何せ五歳の頃に約束したのだ。彼女は忘れているかもしれないし、他愛のない口約束だと思っているかもしれない。こちらの住所も教えず、また、彼女に手紙を送ることもなく、それでも碧衣は僕を待ってくれているなんて、虫の良い話だと思ったこともある。

　それでも――僕は、信じたかった。

　碧衣の誠実な性格を。僕をまっすぐに見てくれる、黒翡翠のような美しい瞳を。

　――結果として、僕の望みは最高の形で叶えられた。碧衣は僕を覚えていたし、約束も守ってくれていた。お互い、別に恋人を作ることなく、愚かにも想い合っていたのだ。

　それを知った僕の喜びを、きっと碧衣は理解しきれていないだろう。

　けれども、それでいいと思う。碧衣は碧衣のやり方で僕を好きになってくれたらいいし、僕は僕のやり方で彼女を愛する。

　手始めとして、彼女の日常を脅かす存在は早々にご退場してもらった。碧衣につきまとっていた今井は即座に素性を調べ上げ、そこから碧衣の同僚、間宮にたどり着いた。

　今井は合コンなどを通じて、だましやすい女性を食い捨てるという下劣な趣味の持ち主なのだが、今回は、同僚の結婚式をきっかけに碧衣に目をつけたようだ。そして、知り合いである間宮に協力を仰いだ。

　遊び半分だったのか、からかいたかったのか。間宮は面白がって協力し始めた。手筈を整えて碧衣を合コンに呼び出す。そして今井に『お持ち帰り』してもらおうと画策した。恐らくはその後の彼女の反応を見ておもちゃにするのが目的だったのだろう。

　しかしイレギュラーが発生した。それが僕という存在だ。

　うまくいくと高をくくっていた思惑が外れた今井は、僕に対抗心を燃やし、それは碧衣への執着へと繋がった。そして間宮もまた、僕が牽制のために碧衣の会社へ挨拶に赴いたのをきっかけに、碧衣から僕を奪い取ろうと画策し始めた。

　社長と挨拶をした帰り際、仕事もしないでロビーに待ち伏せ、しつこく連絡先を聞きだそうとする、あの行動力の高さは賞賛に値する。……が、僕はいらない。

　だから、余所にあげることにした。

　気が強く、プライドも高い彼女は女性の中で常に頂点に立っていたかったのだ。その立場を誇示するためには、他人の恋人を奪うこともためらいはなく、自分以外の人間はすべて馬鹿にする対象。人格的には問題が多いものの、行動力だけはある。仕事はできるとは言えないが、いやがおうにも仕事せざるをえない環境に放り込めばそれなりに使えるのではないか。

　知り合いの人材コーディネーターに勧めると、すぐさま動いてくれた。

　海外への転職と、美味しい報酬をちらつかせると、間宮は飛びついた。乗り換えが早いというか……しかし、うまい話には裏があると、彼女は思わないのだろうか。

　こちらとしては好都合なので、そのまま海外に飛んでもらった。

　しかしサラリーマン社会なこの国と違って、外国の殆どは実力社会だ。報酬はうまくとも、仕事ができなければ即切られる。

　プライドが高いゆえに、彼女は苦労するだろう。首を切られて日本に帰れば、彼女は『負け犬』として逆に馬鹿にされるのだ。それが嫌なら死ぬ気で働くしかない。

　ま、がんばって、と思う。海外の多忙さを考えると、彼女はもう、周りの人間をおもちゃにして遊ぶ余裕も、男を漁る元気もなくなるだろう。そして、外国人男性の甘い言葉にコロッと落ちて、自分が遊ばれる側につくのだろう。

　今井に関してはもっと簡単に片付けることができた。彼の会社と、僕の会社は、少し前に手を組んでいた。丁度海外に工場を建設したいという相談を受けていたので、今井を日本人スタッフとして推しておいたのだ。若いし、体力は有り余っているようだし、大丈夫だろう。常夏でいいところだと思う。ちょっと……暑すぎて、日本人には辛いかもしれないけれど。

　まあ、体力だけはあると推せば、人事はすぐ動いてくれた。独身だし、身軽なのもいい。

　現地の方々とのコミュニケーションや、文化を理解するのが大変かもしれないけれど、社会人だから頑張って欲しい。

　そんなわけで、さくさくと害虫駆除をした僕は、ようやくこうして、碧衣と水入らずで旅行を楽しめているわけである。





◆　◇　◆






　日本は、秋の月が一際美しいと聞く。

　離れの宿はほこほこと湯気を立てる温泉もあって、僕と碧衣はのんびりと夜空を眺めていた。

「ああ、温泉って最高だねぇ……普段の仕事疲れがどんどん癒やされていくよ～」

「日本独特の温泉文化。話では聞いていたけれど、こんなにも気持ちいいなんてね」

　僕に、日本の思い出は殆どない。あるといえば、あの大きな屋敷にあった四角い太陽と、僕をまっすぐに見つめてくれる太陽のような女の子。かわいい約束。

　それ以外にはなかった。

「そっか。睦月くんは小さいころに海外に行っちゃったから、温泉も入れなかったんだね」

「うん。身体も弱かったから、親も僕を連れてあちこち出かけられなかったし……ところで碧衣？」

「ん？」

　ちゃぷ、と温泉の湯を手ですくって遊んでいた碧衣が、僕に顔を向ける。

「その微妙～な距離、なに？」

　僕と碧衣の間には、人ひとりぶんくらいの間があった。碧衣は身体を背けつつ「あははっ」と笑う。

「そ、その、一緒に裸でお風呂っていうのは、私にはハードルが高くて……ですね」

「今更そんな言い訳、許さないよ～」

　ズイッと彼女に近づき、抱きしめる。湯がぱしゃんと跳ねて「わあっ」と碧衣が声を上げた。

「恥ずかしがり屋な碧衣はかわいいけど、傍で見させて」

「うう……そういうことを言われると、余計に恥ずかしくなる……っ」

　露天風呂に設置されたダウンライトに、照れる碧衣の顔が浮き彫りになる。僕は嬉しくなって、彼女の肩に唇を滑らせた。

「あっ……」

「こうやって、大好きな碧衣と一緒に、生まれ故郷である国を色々見て回るのは、本当に楽しいね」

　ちゅ、と首筋に口づける。柔らかな腹を撫でると、碧衣は切なく目を伏せた。

　その艶めいた顔。僕以外に見せてはいけないよ？

「そう、だね。私も……楽しい」

　顔を赤くしつつも、碧衣は僕に顔を向けて優しく微笑んだ。

「睦月くんの行ったことのない場所、触れたことのない文化。いっぱい、あなたと体験していきたい」

　ぎゅ、と手を握られて、僕の心臓が大きな鼓動を立てた。

「睦月くん、私を迎えにきてくれて……ありがとう。二十年、待ってよかった」

「碧衣……」

　たまらなくなって抱きしめる。ちゃぷんと、湯が優しく跳ねた。

「僕もだよ。二十年、ずっと僕を待っていてくれてありがとう」

　唇を重ねる。触れるだけのそれは、何度か繰り返しながら、段々と激しいものに変わっていく。

　このささやかな幸せを守るためなら、僕はなんでもやろう。君の知らないところで悪に手を染めてもいい。そのために誰かから恨まれても、憎まれても構わない。

　どんな手を使っても、あらゆるものを利用して、僕は君を守ろう。

　だって僕は、君以外に欲しいものなど、ありはしないのだから――。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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